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中谷 弥一 （東川中２年）
水 写真 町の象徴をずっと 守り通すそんな町でずっとあってほしい
【特選】東川町開拓120年記念標語

▼第30回写真の町東川賞決まる

▼フィンランド教育もとに、新たな人材育てる研究スタート
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第
30
回
写
真
の
町
東
川
賞
決
ま
る

海
外
作
家
賞
に
ヨ
ル
マ
･
プ
ラ
ー
ネ
ン
、国
内
作
家
賞
に
野
口
里
佳
の
両
氏 

　
東
川
賞
30
回
目
の
審
査
会
は
、
２
月
下
旬

東
京
都
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
各
賞

そ
れ
ぞ
れ
に
卓
越
し
た
個
性
的
活
動
、
活
躍

の
足
跡
を
残
し
て
き
た
方
々
が
受
賞
し
、
節

目
の
年
に
ふ
さ
わ
し
い
選
定
と
な
り
ま
し
た
。

　
海
外
作
家
賞
は
、
ヨ
ル
マ
･
プ
ラ
ー
ネ
ン

氏
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ヘ
ル
シ
ン
キ
市
在

住
）
。
ヘ
ル
シ
ン
キ
芸
術
デ
ザ
イ
ン
大
学

（
現
ア
ー
ル
ト
大
学
）
で
教
壇
に
立
ち
、
作

品
は
先
住
民
族
や
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
の
写
真

を
風
景
の
中
に
重
ね
て
撮
影
し
た
も
の
、
絵

画
や
写
真
の
表
面
の
反
射
を
撮
影
し
た
も
の
。

「
美
し
く
も
深
い
意
味
を
た
た
え
、
海
外
作

家
賞
と
し
て
申
し
分
な
い
」
と
評
さ
れ
ま
し

た
。

　
国
内
作
家
賞
は
、
一
連
の
作
家
活
動
に
対

し
て
の
評
価
が
集
ま
っ
た
野
口
里
佳
氏
（
ド

イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン
市
在
住
）
が
受
賞
し
ま
し

た
。

　
「
少
し
引
い
た
ス
タ
ン
ス
で
対
象
を
切
り

取
る
構
図
が
特
徴
的
で
、
絶
妙
な
物
語
性
を

醸
し
出
す
。
鳥
、
家
畜
、
昆
虫
、
そ
し
て
人

や
太
陽
の
光
も
ロ
ケ
ッ
ト
の
燃
焼
も
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
の
光
源
も
す
べ
て
が
等
価
で
静

ひ
つ
な
写
真
画
面
を
構
成
す
る
一
要
因
に
す

ぎ
な
い
と
感
じ
さ
せ
る
」
と
評
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
新
人
作
家
賞
は
石
塚
元
太
良
氏
（
東
京
都

在
住
）
。
受
賞
対
象
と
な
っ
た

「PIPELINE ICELAND

／ALASKA

」

は
、
２
０
０
７
（
平
成
19
）
年
最
初
の
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
の
写
真
集
を
出
版
し
た
時
も
ノ
ミ

ネ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　
前
作
で
は
４
×
５
版
で
撮
影
さ
れ
た
風
景

が
、
今
回
は
８
×
10
版
で
撮
影
し
て
い
ま
す
。

「
世
界
中
を
大
型
カ
メ
ラ
と
と
も
に
旅
し
な

が
ら
の
ス
ケ
ー
ル
感
と
勢
い
は
新
人
作
家
賞

に
ふ
さ
わ
し
い
」
と
評
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
別
作
家
賞
は
酒
井
広
司
氏
（
札
幌
市
在

住
）
。
北
海
道
を
対
象
に
撮
影
を
続
け
、
長

い
間
「Sight Seeing

」
シ
リ
ー
ズ
で
北

海
道
の
原
像
を
探
る
よ
う
な
風
景
写
真
を
撮

り
続
け
て
き
ま
し
た
。
現
在
「
偶
景
」
と
改

称
し
て
続
い
て
い
る
作
品
シ
リ
ー
ズ
に
評
価

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
飛
彈
野
数
右
衛
門
賞
は
８
年
前
に
他
界
し

た
故
増
山
た
づ
子
氏
（
岐
阜
県
徳
山
村
出
身
）

が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
農
業
と
民
宿
の
経
営
の
か
た
わ
ら
、
徳
山

ダ
ム
の
建
設
計
画
か
ら
建
設
に
か
け
て
、
ダ

ム
下
に
沈
む
ふ
る
さ
と
の
姿
を
、
コ
ン
パ
ク

ト
カ
メ
ラ
で
生
涯
を
か
け
て
記
録
し
ま
し
た
。

　
「
10
万
カ
ッ
ト
の
ネ
ガ
と
６
０
０
冊
に
及

ぶ
ア
ル
バ
ム
に
写
る
写
真
は
、
写
真
と
い
う

存
在
の
価
値
観
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
。
一
人
の

女
性
が
積
み
重
ね
た
日
常
。
写
真
行
為
と
は

何
な
の
か
と
い
う
一
つ
の
答
え
が
そ
こ
に
は

あ
る
。
日
常
の
積
み
重
ね
の
写
真
が
大
き
な

意
味
や
強
さ
を
持
ち
え
た
」
と
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

　
授
賞
式
と
受
賞
作
家
作
品
展
オ
ー
プ
ン
は
、

東
川
町
国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
期
間
中

の
８
月
９
日
（
土
）
、
受
賞
作
家
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
翌
10
日
（
日
）
、
い
ず
れ
も
町
文
化

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
き
ま
す
。

海
外
作
家
賞

ヨ
ル
マ
・
プ
ラ
ー
ネ
ン
氏

　
１
９
５
１
（
昭
和
26
）
年
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
北
部
生
ま
れ
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
在
住
。
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
を
代
表
す
る
写
真
家
の
一
人
。
ヘ

ル
シ
ン
キ
芸
術
デ
ザ
イ
ン
大
学
（
現
ア
ー
ル

ト
大
学
）
で
学
ん
だ
の
ち
、
同
大
学
に
て
教

べ
ん
を
取
り
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
ス
ク
ー
ル
と
呼

ば
れ
る
若
い
世
代
の
作
家
の
育
成
に
貢
献
し

た
。

　
１
９
７
０
年
代
か
ら
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
な
ど

北
極
圏
と
、
そ
こ
に
住
む
少
数
民
族
サ
ー
ミ

人
の
文
化
と
言
語
に
興
味
を
持
ち
撮
影
を
行

う
。

第
30
回
写
真
の
町
東
川
賞
決
ま
る

海
外
作
家
賞
に
ヨ
ル
マ
･
プ
ラ
ー
ネ
ン
、国
内
作
家
賞
に
野
口
里
佳
の
両
氏 

　

第
30
回
写
真
の
町
東
川
賞
の
受
賞
者
は
、海
外
作
家
賞
に
ヨ
ル
マ・プ
ラ
ー
ネ
ン
氏
、国
内
作
家
賞
に
野
口
里
佳
氏
、新
人
作
家
賞

に
石
塚
元
太
良
氏
、特
別
作
家
賞
に
酒
井
広
司
氏
、飛
彈
野
数
右
衛
門
賞
に
故
増
山
た
づ
子
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

©ヨルマ・プラーネン　Jorma Puranen
Imaginary Homecoming, 8, 1991
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©
酒
井
広
司

白
糠・
縫
別
  1
99
9年
 「
北
海
道
の
旅
」シ
リ
ー
ズ
よ
り

©
石
塚
元
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©
増
山
た
づ
子

鯉
の
ぼ
り
と
子
供
　
19
81
年
5月
1日

　 フ ラ ン ス ・ パ リ の 人 類 博 物 館 に 収 蔵

さ れ て い る １ ８ ８ ０ 年 代 撮 影 の サ ー ミ

人 の 写 真 ア ー カ イ ブ を 再 撮 し 、 そ の 写

真 が 撮 影 さ れ た 場 所 に 戻 す シ リ ー ズ

「Imaginary Homecoming 」 （ １

９ ９ １ │ １ ９ ９ ７ ） で は 、 ラ ン ド ス

ケ ー プ の 異 化 を 試 み る と と も に 、 写 真

の 植 民 地 主 義 的 か つ 人 類 学 的 視 線 の あ

り 方 を 問 い か け た 。

　 同 美 術 館 が 所 蔵 す る 歴 史 的 な 肖 像 画

を 撮 影 し た シ リ ー ズ 「Shadows, Re-
flections and All That Sort of 
Thing 」 （ １ ９ ９ ７ │ ２ ０ ０ ４ ） で は 、

絵 画 の 平 面 に 織 り な す 影 、 反 射 、 絵 の

具 の 物 質 性 な ど を 実 験 的 に 写 し 取 る こ

と で 、 肖 像 画 に 描 か れ た 視 線 を 際 立 た

せ る と と も に 、 絵 画 ／ 写 真 、 過 去 ／ 現

在 、 内 ／ 外 の 境 界 の 揺 ら ぎ を 示 し て い

る 。
　 光 に 対 す る 繊 細 な 意 識 を も ち つ つ 、

社 会 史 や コ ロ ニ ア リ ズ ム 、

ア プ ロ ー プ リ エ ー シ ョ ン 、

言 語 、 ア ー カ イ ブ と い っ た

テ ー マ に 写 真 を 通 し て 向 き

合 い な が ら 、 多 岐 に わ た る

創 作 を 続 け て い る 。

国 内 作 家 賞

野 口 里 佳 （ の ぐ ち ・ り か ）

氏
　 １ ９ ７ １ （ 昭 和 46 ） 年 、

埼 玉 県 大 宮 市 （ 現 さ い た ま

市 ） 生 ま れ 。 ド イ ツ ・ ベ ル

リ ン 市 在 住 。 １ ９ ９ ４ （ 平 成 ６ ） 年 、

日 本 大 学 芸 術 学 部 写 真 学 科 卒 業 。

　 第 ５ 回 写 真 ひ と つ ぼ 展 グ ラ ン プ リ 受

賞 （ １ ９ ９ ５ 年 ） の 「 創 造 の 記 録 」 、

写 真 新 世 紀 年 間 グ ラ ン プ リ 受 賞 （ １ ９

９ ６ 年 ） の 「 潜 る 人 」 、 同 賞 受 賞 作 家

展 で 発 表 し た 「 フ ジ ヤ マ 」 な ど 、 独 特

の 距 離 感 と 完 成 度 の 高 い 作 風 で 早 い 時

期 か ら 注 目 を 浴 び る 。

　 想 像 力 と 被 写 体 が 出 合 う 場 を 求 め て

海 底 や 世 界 各 地 、 宇 宙 へ と 身 体 的 、 精

神 的 な 移 動 と 飛 躍 を 重 ね る 中 で 撮 影 さ

れ た 光 景 は 、 幻 想 的 で 未 知 な 世 界 を 開

示 し て い る 。

　 近 作 で は ピ ン ホ ー ル カ メ ラ や シ ル ク

ス ク リ ー ン を 使 っ た 作 品 な ど も 手 掛 け 、

既 成 の 枠 に と ら わ れ な い 写 真 表 現 の 可

能 性 を 問 い か け る 作 品 を 制 作 し て い る 。

１ ９ ９ ７ （ 同 ９ ） 年 に 東 川 町 内 で 個 展

「 鳥 を 見 る 」 （ ひ が し か わ ア ー ト ギ ャ

ラ リ ー ） 及 び グ

ル ー プ 展 を 開 催 。

１ ９ ９ ８ （ 同

10 ） 年 、 ア ジ ア

ン ・ カ ル チ ュ ラ

ル ・ カ ウ ン シ ル

の 個 人 フ ェ ロ ー

シ ッ プ に よ っ て

ア メ リ カ ・

ニ ュ ー ヨ ー ク 市

に 滞 在 。 １ ９ ９

９ （ 同 11 ） 年 、

ラ イ ク ス ア カ デ

ミ ー （ オ ラ ン ダ ・ ア ム ス テ ル ダ ム 市 ）

に ゲ ス ト ア ー テ ィ ス ト と し て 招 へ い さ

れ る 。

　 ２ ０ ０ ２ （ 同 14 ） 年 、 芸 術 選 奨 文 部

科 学 大 臣 新 人 賞 （ 美 術 部 門 ） 。 ２ ０ ０

５ （ 同 17 ） 年 、 ポ ー ラ 美 術 財 団 在 外 研

修 員 と し て ド イ ツ 及 び 東 ア フ リ カ で 研

修 。 国 内 外 で の 展 覧 会 多 数 。 主 な 個 展

に 「 予 感 」 （ ２ ０ ０ １ 年 丸 亀 市 猪 熊 弦

一 郎 現 代 美 術 館 ） 、 「 飛 ぶ 夢 を 見 た 」

（ ２ ０ ０ ４ 年 原 美 術 館 ） 、 「 光 は 未 来

に 届 く 」 （ 2 0 1 1 〜 ２ ０ １ ２ 年 ／

Izu Photo Museum ） な ど 。

新 人 作 家 賞

石 塚 元 太 良 （ い し づ か ・ げ ん た ろ う ） 氏

　 １ ９ ７ ７ （ 昭 和 52 ） 年 、 東 京 都 出 身 。

２ ０ １ １ （ 平 成 23 ） 年 、 文 化 庁 在 外 芸

術 家 派 遣 員 。 ２ ０ １ ２ （ 同 24 ） 年 、

ポ ー ラ 文 化 財 団 芸 術 館 派 遣 員 。

　 19 歳 か ら ス リ ラ ン カ 、 ド イ ツ 、 ア ラ

ス カ な ど 約 70 カ 国 を 旅 し な が ら 撮 影 す

る 。 バ ッ ク パ ッ カ ー で ア フ リ カ 、 ア ジ

ア を 縦 断 し な が ら 撮 影 し た

「WorldWideWonderful 」 で １ ９ ９

９ （ 同 11 ） 年 、 エ プ ソ ン カ ラ ー イ メ ー

ジ ン グ コ ン テ ス ト 大 賞 。 世 界 を 東 西 か

ら ２ 周 し 、 わ ず か な 時 間 差 で と ら れ た

縦 位 置 の 写 真 二 枚 を 見 開 き に 収 め た

「worldwidewarp 」 で ２ ０ ０ ２ （ 同

14 ） 年 、 ヴ ィ ジ ュ ア ル フ ォ ト ア ワ ー ド

一 般 部 門 大 賞 、 日 本 写 真 家 協 会 新 人 賞

を 受 賞 。

　 ２ ０ ０ ３ （ 同 15 ） 年 、 ア ラ ス カ を 訪

れ た 際 に 目 に し た 広 大 な 自 然 を 延 々 と

突 き 進 む 長 大 な パ イ プ ラ イ ン に 惹 き つ

け ら れ る 。

　 オ イ ル シ ョ ッ ク 後 、 北 米 最 大 の 油 田

地 帯 か ら 南 部 の 港 に 石 油 を 運 ぶ た め 建

設 が 決 ま っ た １ ２ ８ ０ ㌔ ㍍ の ト ラ ン ス

ア ラ ス カ パ イ プ ラ イ ン 。 そ の パ イ プ ラ

イ ン を 南 北 に 縦 断 し な が ら 撮 影 し た 写

真 集 「PIPELINE ALASKA 」 （ ２

０ ０ ７ 年 プ チ グ ラ パ ブ リ ッ シ ン グ ） を

出 版 。 そ の 後 も ア ラ ス カ で の 撮 影 を 続

け な が ら 、 ２ ０ １ ２ （ 同 24 ） 年 春 に ア

イ ス ラ ン ド の Ｓ Ｉ Ｍ レ ジ デ ン シ ー に 招

へ い さ れ 、 ８ × 10 版 大 型 カ メ ラ で 地 熱

エ ネ ル ギ ー を 都 市 へ 供 給 す る パ イ プ ラ

イ ン 撮 影 を 行 う 。 翌 13 年 、 ア ラ ス カ と

ア イ ス ラ ン ド の 写 真 を ま と め た 写 真 集

『PIPELINE ICELAND/ALASKA 』

（euphoria FACTORY ／ 講 談 社 ）

を 発 行 。 氷 河 、 パ イ プ ラ イ ン 、 ゴ ー ル

ド ラ ッ シ ュ な ど を モ チ ー フ に 、 世 界 各

地 で 独 自 の 視 点 か ら ラ ン ド ス ケ ー プ を

撮 影 し て い る 。

特 別 作 家 賞

酒 井 広 司 （ さ か い ・ こ う じ ） 氏

　 １ ９ ６ ０ （ 昭 和 35 ） 年 、 後 志 管 内 余

市 町 生 ま れ 。 １ ９ ８ ０ （ 同 55 ） 年 、 東

京 工 芸 大 学 短 期 大 学 部 写 真 技 術 科 卒 業 。

札 幌 大 谷 大 学 美 術 学 科 非 常 勤 講 師 。

　 東 京 工 芸 大 主 催 の 第 １ 回 フ ォ ッ ク

ス ・ タ ル ボ ッ ト 賞 （ １ ９ ７ ９ 年 ） 。 作

品 「 夏 の 消 失 点 」 が 写 大 ギ ャ ラ リ ー 収

蔵 。 札 幌 市 内 ス タ ジ オ 勤 務 を 経 て 、 １

９ ９ ２ （ 平 成 ４ ） 年 、 グ レ イ ト ー ン

フ ォ ト グ ラ フ ス （ 有 ） 設 立 。 １ ９ ８ ４

（ 昭 和 59 ） 年 か ら 個 展 、 グ ル ー プ 展 で

継 続 的 に 作 品 の 発 表 を 続 け 、 Ｎ Ｐ Ｏ

（ 特 定 非 営 利 活 動 ） 法 人 ・ 北 海 道 を 発

信 す る 写 真 家 ネ ッ ト ワ ー ク の 会 員 と し

て 活 動 。

　 １ ９ ９ ４ （ 平 成 ６ ） 年 か ら 始 め た シ

リ ー ズ 「Sight Seeing 」 （ 後 に 「 偶

景 」 に 改 題 ） は 、 北 海 道 と し て 思 い 浮

か ぶ 典 型 的 景 観 を 排 し た ア ノ ニ マ ス な

風 景 を と ら え た 。

　 タ イ ト ル に は 、 撮 影 し た 時 と 場 所

（ 北 緯 、 東 経 ） を 示 す 21 桁 の 数 字 が 用

い ら れ て い る 。 北 海 道 の 各 地 で た ま た

ま 出 合 っ た 光 と 場 所 で 、 風 景 が 自 ら を

開 示 す る 「 沈 黙 の 空 間 」 「 風 景 の 原 型 」

を 写 真 に 収 め よ う と し て い る 。 ２ ０ ０

９ （ 同 21 ） 年 、 Ｃ Ａ Ｉ ０ ２ ギ ャ ラ リ ー

（ 札 幌 ） で 同 シ リ ー ズ 個 展 を 開 催 。

　 並 行 し て 撮 影 し て い る シ リ ー ズ 「 そ

こ に 立 つ も の 」 は 、 昭 和 時 代 の 木 造 住

宅 、 農 家 の 納 屋 、 サ イ ロ 、 小 さ な 公 民

館 な ど 無 名 の 建 築 物 を 撮 影 し て い る 。

　 北 海 道 の 一 時 代 の 記 録 で あ り 、 忘 れ

ら れ た よ う に 佇 む 建 築 が 静 ひ つ な が ら

も 強 じ ん な 存 在 感 を た た え て い る 。 ほ

か に 北 海 道 の 各 地 を カ ラ ー で ス ナ ッ プ

し た シ リ ー ズ 「 北 海 道 の 旅 」 な ど 、 北

海 道 の 風 景 を い か に 写 し 取 る か と い う

こ と を 一 貫 し て 追 求 し て い る 。

飛 彈 野 数 右 衛 門 賞

増 山 た づ 子 （ ま す や ま ・ た づ こ ） 氏

　 １ ９ １ ７ （ 大 正 ６ ） 年 、 岐 阜 県 徳 山

村 （ 現 揖 斐 川 町 ） 戸 入 生 ま れ 。 ２

０ ０ ６ （ 平 成 18 ） 年 、 88 歳 で 逝 去 。

　 戦 争 で 夫 を 亡 く し た 後 、 農 業 の

か た わ ら 民 宿 を 営 み な が ら 徳 山 村

で 暮 ら す 。 １ ９ ５ ７ （ 昭 和 32 ） 年 、

徳 山 ダ ム 計 画 が 立 ち 上 が り 、 村 の

記 録 を 残 し た い 気 持 ち か ら テ ー プ

レ コ ー ダ ー で 村 の 行 事 や 生 活 音 の

録 音 を 始 め る 。

　 ダ ム 計 画 が 本 格 化 す る 中 、 １ ９ ７ ７

（ 同 52 ） 年 、 村 民 運 動 会 で 写 真 を 撮 影

し て 以 降 、 通 称 ピ ッ カ リ コ ニ カ （ 当 時

の コ ン パ ク ト フ ィ ル ム カ メ ラ ） で の 撮

影 に 年 金 を 注 ぎ 込 み 、 「 カ メ ラ ば あ

ち ゃ ん 」 の 愛 称 で 親 し ま れ る 。

　 １ ９ ８ ３ （ 同 58 ） 年 、 徳 山 村 を 舞 台

に し た 映 画 「 ふ る さ と 」 （ 神 山 征 二 郎

監 督 ） に 協 力 し 、 最 後 の 場 面 に も 出 演 。

最 初 の 写 真 集 「 故 郷 │ 私 の 徳 山 村 写 真

日 記 」 （ じ ゃ こ め て い 出 版 、 １ ９ ８ ３

年 ） を 出 版 。

　 １ ９ ８ ５ （ 同 60 ） 年 離 村 を 余 儀 な く

さ れ 岐 阜 市 内 に 転 居 。 １ ９ ８ ７ （ 同

62 ） 年 の 廃 村 後 も 村 に 通 い 、 亡 く な る

ま で 故 郷 の 人 々 、 自 然 、 建 物 、 祭 り 、

風 習 な ど を 撮 り 続 け た 。 そ の 数 は 約 10

万 カ ッ ト の ネ ガ と ６ ０ ０ 冊 の ア ル バ ム

に の ぼ る 。

　 同 年 ９ 月 徳 山 ダ ム 試 験 た ん 水 が 始 ま

り 、 旧 徳 山 村 跡 地 が 水 没 。 ２ ０ ０ ８

（ 平 成 20 ） 年 、 計 画 か ら 半 世 紀 を 経 て

徳 山 ダ ム が 完 成 し 、 増 山 の 写 真 は 村 の

姿 を と ど め る か け が え の な い 記 録 と な

っ た 。 １ ９ ８ ４ （ 昭 和 59 ） 年 、 エ イ ボ

ン 功 績 賞 。

　 写 真 集 「 あ り が と う 徳 山 村 」 （ 影 書

房 、 １ ９ ８ ７ 年 ） 、 「 増 山 た づ 子 徳

山 村 写 真 全 記 録 」 （ 同 、 １ ９ ９ ７ 年 ）

な ど 。 没 後 も 日 本 各 地 で 写 真 展 が 開 催

さ れ 、 近 年 で は 「 増 山 た づ 子 　 す べ て

写 真 に な る 日 ま で 」 （Izu Photo Mu- 
seum 、 ２ ０ １ ３ ／ 2 0 １ ４ 年 ） が あ

る 。
（ 以 上 、 写 真 の 町 東 川 賞 審 査 会 委 員 、

佐 藤 時 啓 氏 の 講 評 か ら ）

― 　 ◇ 　 ―

審 査 会 委 員 （ 敬 称 略 、 五 十 音 順 ）

　 浅 葉 克 己 （ ア ー ト デ ィ レ ク タ ー ） 、

笠 原 美 智 子 （ 写 真 評 論 家 ） 、 楠 本 亜 紀

（ 写 真 評 論 家 、 キ ュ レ ー タ ー ） 、 佐 藤

時 啓 （ 写 真 家 ） 、 野 町 和 嘉 （ 写 真 家 ） 、

平 野 啓 一 郎 （ 作 家 ） 、 光 田 由 里 （ 美 術

評 論 家 ） 、 山 崎 博 （ 写 真 家 ）
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自
分
で
考
え
、
生

き
る
力
を
身
に
付
け

る
―
。
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
の
教
育
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
、
遊
び
を

通
じ
た
社
会
体
験
、

成
功
・
失
敗
体
験
を

小
学
生
の
う
ち
か
ら

学
び
、
自
然
に
社
会

で
生
き
る
力
を
養
っ

て
い
る
、
な
ど
と
評
価
さ
れ
る
場

合
が
多
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
東
川
町
教
育
委
員
会

は
、
生
き
る
力
を
養
う
と
い
う
教

育
シ
ス
テ
ム
を
学
び
、
町
の
キ
ャ

リ
ア
人
材
育
成
の
教
育
実
践
シ
ス

テ
ム
と
し
て
取
り
入
れ
た
い
、
と

本
年
度
か
ら
検
討
を
始
め
ま
し
た
。

　

そ
の
先
駆
け
と
し
て
、
町
教
委

は
昨
年
９
月
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

教
育
事
情
を
探
る
た
め
、
国
家
教

育
委
員
会
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
、
カ
ン

ガ
ス
ア
ラ
、

セ
イ
ヨ
ナ
キ
、

ロ
バ
ニ
エ
ミ

各
市
な
ど
を

回
っ
て
、
保

育
園
か
ら
大

学
ま
で
の
各

教
育
段
階
、

美
術
館
、
図

書
館
な
ど
を

視
察
し
ま
し
た
。

　

「
『
な
ぜ
』
と
問
い
か
け
て
い

く
教
育
が
学
ぶ
意
欲
を
高
め
て
い

る
。
東
川
で
も
町
の
キ
ャ
リ
ア
人

材
育
成
の
シ
ス
テ
ム
に
取
り
入
れ

た
い
」
（
林
万
里
教
育
長
）
と
の

思
い
を
強
く
し
て
帰
国
し
ま
し
た
。

　

６
月
４
、
５
の
両
日
、
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
く
「
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
教
育
研
究
大
会
」
に
は
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
家
教
育
委
員
会

教
育
相
談
役
で
「
教
育
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
２
０
１
６
に
お
け
る
学
習
及

び
学
校
環
境
支
援
グ
ル
ー
プ
」
代

表
の
コ
イ
ブ
ラ
・
ピ
リ
ヨ
さ
ん
、

学
習
と
指
導
の
た
め
の
セ
ン
タ
ー

（
Ｏ
ｎ
ｅ
ｒ
ｖ
ａ
）
指
導
教
員
の

オ
ヤ
・
シ
ル
バ
さ
ん
２
人
を
招
き
、

講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
詳
し
く

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
教
育
事
情
を
聞

く
予
定
で
す
。

　

町
教
委
で
は
、
こ
れ
を
き
っ
か

け
に
、
東
川
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

中
学
生
、
教
員
同
士
の
相
互
交
流
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
双

方
向
通
信
シ
ス
テ
ム
の
活
用
推
進

も
検
討
し
た
い
考
え
で
す
。

　

一
方
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
側
か
ら

は
、
家
具
の
町
、
農
業
の
町
、
観

光
の
町
の
取
り
組
み
を
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
シ
ス
テ
ム

の
参
考
に
し
た
い
要
望
が
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

「
な
ぜ
？
」が
自
ら
考
え
る
力
を
鍛

え
る

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
義
務
教
育
は
、

７
歳
か
ら
16
歳
ま
で
９
年
制
の
無

償
教
育
。
年
間
授
業
日
数
は
、
日

本
に
比
べ
て
40
日
少
な
い
１
９
０

日
ほ
ど
。
塾
も
な
く
、
校
外
、
家

庭
で
の
勉
強
時
間
も
少
な
い
と
い

わ
れ
ま
す
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

（
経
済
協
力
開
発
機
構
、
本
部
パ

リ
）
が
世
界
41
カ
国
の
15
歳
を
対

象
に
行
っ
た
２
０
０
３
（
平
成

16
）
年
の
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
学
習
到
達

度
調
査
）
で
は
、
化
学
、
問
題
解

決
能
力
、
数
学
、
読
解
力
４
分
野

で
世
界
ト
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
調
査
は
、
詰
め
込
み
教
育
の

成
果
で
は
な
く
、
学
ん
だ
力
を
ど

う
使
え
ば
い
い
の
か
、
と
い
う
能

力
を
み
る
も
の
。
学
習
で
得
た
知

識
を
課
題
に
ど
う
応
用
し
て
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
を
測
り

ま
す
。
問
わ
れ
る
の
は
自
分
で
考

え
る
力
。
こ
の
年
、
日
本
は
総
合

５
位
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
高
い
問
題
解
決
能

力
の
結
果
が
出
た
原
因
は
、
「
Ｍ

ｉ
ｋ
ｓ
ｉ
」
（
ミ
ク
シ
）
と
呼
ん

で
い
る
教
育
方
法
だ
と
い
わ
れ
ま

す
。

　

「
な
ぜ
？
」
「
ど
う
し
て
？
」

を
問
い
詰
め
て
論
理
的
な
思
考
、

物
事
を
細
か
く
客
観
的
に
見
る
力

を
養
う
こ
と
で
、
自
ら
考
え
る
能

力
を
鍛
え
、
応
用
力
を
養
っ
て
い

る
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

５
月
20
日
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
の

今
年
の
畑
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し

た
。
年
長
さ
ん
の
幼
児
が
み
ん
な

で
種
ま
き
し
ま
し
た
。
こ
の
畑
作

り
も
今
年
か
ら
「
は
た
け
の
教
室
」

と
名
付
け
、
食
育
教
育
と
し
て
の

位
置
づ
け
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

　

「
な
ぜ
芽
が
出
る
の
？
」
「
ど

う
し
て
大
き
く
な
る
の
？
」
「
食

べ
ら
れ
る
の
？
」
と
い
う
子
供
た

ち
の
「
な
ぜ
？
」
に
答
え
、
自
ら

作
っ
た
も
の
を
食
べ
る
、
と
い
う

こ
と
を
学
ぶ
取
り
組
み
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
（
10
㌻
参
照
）
。

　
「
問
題
解
決
能
力
を
引
き
出
す
」「
個
性
を
伸
ば
す
」と
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
教
育
を
学
ぼ
う
と
、東
川
町
教
育

委
員
会
は
６
月
４
、５
の
両
日
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
教
育
専
門
家
２
人
を
招
い
て
、初
の「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
教
育
研
究
大
会
」を
開
き
ま

す
。町
教
委
で
は
、こ
れ
を
機
に
相
互
教
育
交
流
を
広
げ
、創
造
的
な
キ
ャ
リ
ア
人
材
を
育
て
る
東
川
方
式
の
新
た
な
人
材
育
成
メ
ソ

ッ
ド
の
研
究
を
始
め
ま
す
。

　
「
問
題
解
決
能
力
を
引
き
出
す
」「
個
性
を
伸
ば
す
」と
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
教
育
を
学
ぼ
う
と
、東
川
町
教
育

委
員
会
は
６
月
４
、５
の
両
日
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
教
育
専
門
家
２
人
を
招
い
て
、初
の「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
教
育
研
究
大
会
」を
開
き
ま

す
。町
教
委
で
は
、こ
れ
を
機
に
相
互
教
育
交
流
を
広
げ
、創
造
的
な
キ
ャ
リ
ア
人
材
を
育
て
る
東
川
方
式
の
新
た
な
人
材
育
成
メ
ソ

ッ
ド
の
研
究
を
始
め
ま
す
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
教
育
も
と
に
、新
た
な
人
材
育
て
る
研
究
ス
タ
ー
ト

「
Ｍ
ｉ
ｋｓ
ｉ
」学
ぶ
初
の
教
育
研
究
大
会
を
開
催
へ

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
教
育
も
と
に
、新
た
な
人
材
育
て
る
研
究
ス
タ
ー
ト

「
Ｍ
ｉ
ｋｓ
ｉ
」学
ぶ
初
の
教
育
研
究
大
会
を
開
催
へ

フィンランド南西部のスオミ県トゥ
ルク市ホスマリンプイスト小学校を
授業視察（昨年９月24日）
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ま
ち
・
タ
ウ
ン

ソ
チ
五
輪
代
表
の
石
田
選
手
、旭
岳
で
ク
ロ
カ
ン
ス
キ
ー
教
室

ソ
チ
五
輪
代
表
の
石
田
選
手
、旭
岳
で
ク
ロ
カ
ン
ス
キ
ー
教
室

　

４
月
25
日
、
道
立
旭
川

美
術
館
（
旭
川
）
で
今
年

の
君
の
椅
子
新
作
発
表
会
、

新
作
第
１
号
の
贈
呈
式
を

行
い
、
ト
ッ
プ
を
切
っ
て

東
町
２
、
野
上
芳
則
さ
ん

（
40
）
、
朋
子
さ
ん

（
34
）
の
長
女
、
え
ま

ち
ゃ
ん
（
１
月
３
日
生
ま

れ
）
が
今
年
の
椅
子
第
1

号
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け

ま
し
た
。

　

東
川
か
ら
始
ま
っ
た
君
の
椅
子
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
９
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
新
た
に

中
川
町
が
加
わ
り
、
剣
淵
、
愛
別
、
東
神
楽

各
町
と
合
わ
せ
て
、
上
川
管
内
５
町
の
子
ど

も
た
ち
が
、
初
め
て
の
居
場
所
と
し
て
小
さ

な
椅
子
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

新
潟
県
出
身
の
芳
則
さ
ん
と
横
浜
市
出
身

の
朋
子
さ
ん
。
２
人
は
大
雪
山
層
雲
峡
で
知

り
合
い
、
３
年
前
東
川
に
転
居
し
て
き
ま
し

た
。

　

「
空
気
が
良
い
、
景
色
が
良
い
の
が
最
高
。

玄
関
の
ド
ア
を
開
け
た
ら
す
ぐ
大
雪
山
が
見

え
る
し
、
水
が
お
い
し
い
と
こ
ろ
も
良
い
」

と
、
え
ま
ち
ゃ
ん
を
授
か
っ
た
こ
の
町
が
２

人
の
新
た
な
ふ
る
さ
と
。
松
岡
市
郎
町
長
か

ら
え
ま
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
「
早

く
座
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
、

こ
の
椅
子
を
い
つ
も
そ
ば

に
置
い
て
お
き
ま
す
」
と

す
く
す
く
と
育
つ
わ
が
子

に
目
を
細
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
町
内
で
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
た
君
の
椅
子
は
57
脚
。

新
た
に
生
ま
れ
来
る
小
さ

な
命
に
、
今
年
も
一
人
で

も
多
く
椅
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
き
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
木
工
家
、
谷
進
一

郎
さ
ん
（
66
）
＝
長
野
県
小
諸
市
＝
、
制
作

者
は
菊
地
聖
さ
ん
＝
東
神
楽
町
＝
。

生
合
わ
せ
て
27
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

旭
岳
で
の
講
習
会
で
講
師
を
務
め
る
の
は

２
年
ぶ
り
。
今
回
は
フ
リ
ー
走
法
（
ス
ケ
ー

テ
ィ
ン
グ
）
の
講
習
で
す
。
お
手
本
を
披
露

し
た
後
、
急
な
上
り
、
下
り
が
あ
る
林
間

コ
ー
ス
約
２
㌔
㍍
で
練
習
方
法
を
伝
授
し
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
、
春
の
陽
気
が
い
っ
ぱ
い
。
ま

だ
積
雪
が
１
メ
ー
ト
ル
以
上
残
っ
て
い
る

コ
ー
ス
で
は
、
国
内
大
学
の
春
合
宿
で
い
つ

も
通
り
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ロ
シ
ア
・
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表

の
石
田
正
子
選
手
（
33
）
＝
美
幌
町
出
身
、

旭
大
高
、
日
大
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
＝
が
５
月
３

日
、
旭
岳
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
コ
ー

ス
で
「
石
田
正
子
選
手
と
ス
キ
ー
を
し
よ
う
」

講
習
会
を
開
き
ま
し
た
＝
関
連
22
㌻
＝
。

　

町
内
、
旭
川
市
内
、
東
神
楽
町
内
の
１
年

生
か
ら
６
年
生
、
技
術
上
達
を
目
指
す
中
学

　

４
月
26
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
旭
川

放
送
局
と
町
が
共
催
し
て
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で

「
な
つ
か
し
の
東
川
」
映
像

セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
ま
し
た
。

　

昨
年
９
月
に
続
く
同
セ
ミ

ナ
ー
第
２
弾
。
故
飛
彈
野
数

右
衛
門
さ
ん
（
２
０
０
８
年

12
月
、
94
歳
で
逝
去
）
が
残

し
た
膨
大
な
記
録
映
像
か
ら
、

約
２
時
間
に
再
編
集
し
た
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版

を
上
映
し
ま
し
た
。

　

那
須
敦
志
Ｎ
Ｈ
Ｋ
旭
川
放
送
局
長
の
司
会

で
、
飛
彈
野
さ
ん
の
長
男
、
哲
宏
さ
ん

（
70
）
、
元
町
議
の
上
田
亮
一
さ
ん
（
83
）
、

元
役
場
職
員
の
植
田
豊
さ
ん
（
78
）
３
人
が

君
の
椅
子
、新
作
第
１
号
は
え
ま
ち
ゃ
ん
に

君
の
椅
子
、新
作
第
１
号
は
え
ま
ち
ゃ
ん
に

解
説
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
主
に
戦
前
の
記
録

映
像
。
東
川
中
学
校
の
運
動
会

風
景
を
振
り
出
し
に
、
東
川
神

社
の
初
っ
切
り
（
し
ょ
っ
き
り
）

相
撲
、
中
国
東
北
部
（
旧
満
州
）

へ
の
開
拓
団
出
発
壮
行
会
（
昭

和
14
年
）
な
ど
、
当
時
の
人
々

の
様
子
が
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
工
事
現
場
の
記
録

を
中
心
に
、
忠
別
川
護
岸
工
事
（
同
９
〜
10

年
）
、
冬
の
造
材
切
り
出
し
作
業
（
同
30
年

ご
ろ
）
、
役
場
庁
舎
新
改
築
作
業
（
同
24
年
）

な
ど
。
会
場
は
高
齢
の
町
民
が
多
く
、
昔
日

の
記
憶
と
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

昔
懐
か
し
い
映
像
フィ
ル
ム
上
映
会

昔
懐
か
し
い
映
像
フィ
ル
ム
上
映
会
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５
月
12
日
、
台
湾
・
新
北
（
シ
ン
バ
ッ

チ
ー
）
市
の
莒
光
小
学
校
（
チ
ー
・
ク
ワ
ン
、

陳
叡
智
＝
チ
ェ
ン
・
レ
ー
ジ
ー
校
長
、
児
童

数
３
千
４
５
０
人
）
の
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
の

児
童
と
父
母
の
一
行
１
１
０
人
が
東
川
小
学

校
（
大
久
保
善
邦
校
長
）
の
子
ど
も
た
ち
と

交
歓
演
奏
会
な
ど
で
交
流
し
ま
し
た
。

　

５
、
６
年
生
の
児
童
61
人
は
、
ア
コ
ー

デ
ィ
オ
ン
、
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
な
ど
主
要
な

楽
器
を
台
湾
か
ら
持
参
し
て
来
訪
し
ま
し
た
。

台
湾
の
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
コ
ン
ク
ー
ル
金
賞

受
賞
、
馬
英
九
総
統
の
前
で
も
演
奏
し
た
と

い
う
素
晴
ら
し
い
サ
ウ
ン
ド
を
披
露
し
ま
し

た
。

　

豊
年
祭
り
、
山
の
神
に
感
謝
す
る
台
湾
族

の
代
表
的
な
曲
、
民
謡
「
春
風
望
む
」
な
ど

５
曲
を
披
露
し
、
東
川
小
全
校
児
童
は
、
最

前
面
に
８
台
の
オ
ル
ガ
ン
を
並
べ
、
21
台
の

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
が
奏
で
る
日
本
に
は
な
い

独
特
な
サ
ウ
ン
ド
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
は
、
東
小
ス

ク
ー
ル
バ
ン
ド
と
交
歓
演
奏
会
も
開
き
ま
し

た
。

　

同
小
は
２
年
に
一
度
日
本
を
訪
れ
て
各
地

で
交
流
を
重
ね
て
い
る
と
い
い
、
津
市
（
三

重
県
）
、
浜
松
市
（
静
岡
県
）
に
続
い
て
３

度
目
の
来
日
。
人
気
の
北
海
道
に
は
初
め
て

訪
れ
た
と
い
い
、
旭
岳
も
訪
れ
、
４
泊
５
日

で
演
奏
と
観
光
の
道
内
旅
行
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

セ
ン
タ
ー
隣
り
の
畑
は
約
１

０
０
坪
（
約
３
３
０
平
方
㍍
）
。

元
農
業
改
良
普
及
員
の
岡
田
紘

一
さ
ん
（
70
）
が
中
心
と
な
っ

て
技
術
指
導
し
、
今
年
は
お
母

さ
ん
た
ち
が
５
人
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

５
歳
児
60
人
の
子
ど
も
た
ち

が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
タ
マ
ネ
ギ
、
ニ
ン
ジ
ン
、

じ
ゃ
が
芋
を
植
え
ま
し
た
。

　

岡
田
さ
ん
は
「
い
っ
ぱ
い
穫
れ
た
ら
道
草

館
で
売
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
ん
だ
よ
」
。

　

今
年
か
ら
「
は
た
け
の
教
室
」
と
名
付
け

ま
し
た
。
町
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
食
育
活
動

と
し
て
町
教
委
学
校
支
援
地
域
本
部
が
取
り

組
む
皮
切
り
で
す
。
自
分
の
手
で
作
っ
て
食

べ
る
こ
と
を
学
ん
で
も
ら
い
ま
す
。
（
８
㌻

を
参
照
）

　

５
月
20
日
、
幼
児
セ
ン
タ
ー

で
畑
作
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
カ
レ
ー

パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
よ
う
」
―
。

９
月
、
み
ん
な
で
育
て
た
野
菜

い
っ
ぱ
い
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を

お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
よ
う
、
と

い
う
の
が
目
標
で
す
。

　

５
月
８
日
、
東
２
号
北
１
、

三
田
常
男
さ
ん
（
67
）
の
北

海
道
神
宮
神
饌
田
（
し
ん
せ

ん
で
ん
）
で
今
年
の
お
田
植

え
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

薄
曇
り
な
が
ら
春
本
番
を

感
じ
さ
せ
る
陽
気
に
恵
ま
れ

ま
し
た
。
伊
澤
正
裕
権
宮
司

の
豊
作
祈
願
に
続
い
て
12
人

の
早
乙
女
が
素
足
で
田
に
入

り
ま
し
た
。
６
人
の
介
助
役

か
ら
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
の
苗
を
受
け
取
り
、

田
植
え
唄
（
う
た
）
の
ゆ
っ
く
り
と
し
た
調

子
に
合
わ
せ
て
手
植
え
し
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
７
月
ま
で
旭
川
福
祉
専
門
学
校

で
３
カ
月
間
の
日
本
語
研
修
に
訪
れ
て
い
る

リ
ー
・
ク
ン
ギ
（
李
君
儀
）
さ
ん
（
39
）
は

「
ど
う
し
て
も
や
っ
て
み
た

い
」
と
装
束
を
借
り
て
体
験

し
「
去
年
は
母
と
３
人
の
姉

と
一
緒
に
来
て
、
旭
岳
で
初

め
て
雪
を
見
ま
し
た
。
今
年

は
田
植
え
を
体
験
で
き
て
う

れ
し
い
。
楽
し
か
っ
た
」
と

大
満
足
。

　

稲
刈
り
に
当
た
る
抜
穂
祭

（
ぬ
い
ぼ
さ
い
）
は
、
順
調

に
生
育
が
進
め
ば
９
月
上
旬

ご
ろ
の
予
定
。
北
海
道
神
宮
に
約
20
㌃
分
の

新
米
10
俵
（
１
俵
は
60
㌔
㌘
）
を
奉
納
す
る

予
定
で
す
。

　

町
内
の
今
年
の
田
植
え
は
15
日
ご
ろ
か
ら

本
格
化
し
ま
し
た
。

台
湾
か
ら
チ
ー・ク
ワ
ン
小
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
が
来
校

台
湾
か
ら
チ
ー・ク
ワ
ン
小
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
が
来
校

豊
作
願
っ
て
神
饌
田
で
お
田
植
え
祭

豊
作
願
っ
て
神
饌
田
で
お
田
植
え
祭

秋
に
は
カ
レ
ー
パー
ティ
ー
！　
幼
児
セ
ン
タ
ー
畑
づ
く
り
始
ま
る

秋
に
は
カ
レ
ー
パー
ティ
ー
！　
幼
児
セ
ン
タ
ー
畑
づ
く
り
始
ま
る
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　ご提示ください
③本券利用は東川町民に限ります
④複製したものは利用できません
有効期限／平成26年8月31日まで

＜

キ
リ
ト
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＜

キ
リ
ト
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第56回旭岳山の祭り／ヌプリコロカムイノミ
６月21日（土）、22日（日）（雨天決行、長靴、防寒具持参）

キトウシ高原ホテル
町のホテルとして装い新たに営業スタート
キトウシ高原ホテル
町のホテルとして装い新たに営業スタート
キトウシ高原ホテル
町のホテルとして装い新たに営業スタート
ごあいさつ
　日ごろキトウシ高原ホテルをご利用いただきありがとうございます。当ホ
テルは、６月１日から町の施設として新たに生まれ変わり、町から事業委託
を受けた東川振興公社が経営することとなりました。
　町民の皆さま、お客さまのご愛顧に感謝申し上げますとともに、皆さまの
憩いの場として今後とも変わらぬご利用、お引き立てをいただきますよう、
改めましてごあいさつ申し上げます。
　　平成26年６月吉日

株式会社 東川振興公社

ご　

宿　

泊

※表示はすべて税込み

　
大人5,400円　小学生3,780円
大人4,752円　小学生3,326円

素 泊 ま り
日帰り（夕食付き）

大人 8,640円　小学生 6,048円　幼児 540円（布団のみ） 
１泊２食付き（お一人）

大人 600円　小学生 300円　幼児  無料
（いずれもお一人料金）

回数券 5,000円（11回つづり）
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１泊２食付き（お一人）
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（いずれもお一人料金）

回数券 5,000円（11回つづり）
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第56回旭岳山の祭り／ヌプリコロカムイノミ
６月21日（土）、22日（日）（雨天決行、長靴、防寒具持参）

第56回旭岳山の祭り／ヌプリコロカムイノミ
６月21日（土）、22日（日）（雨天決行、長靴、防寒具持参）

【21日】
　▶森のインフォメーションセンター（旭岳青少年野営場）……………………午後３時から開設
　▶旭岳安全祈願祭（旭岳ロープウェイ山麓駅）…………………………………午後４時半から
　▶森のレストラン（旭岳青少年野営場）…………………………………………午後５時から
　▶ヌプリコロカムイノミ（チカップニアイヌ民族伝統の山の安全祈願祭）…午後７時半から
【22日】
　▶北海道最高峰・旭岳登頂ツアー
　　参加希望者は東川エコツーリズム推進協議会まで（役場産業振興課内事務局、担当・大塚）☎82－2111

〔町民専用無料シャトルバス運行〕
「道草館前発15：40　⇒　旭岳温泉着16：20」「旭岳温泉発20：00　⇒　道草館着20：40」
　●定員20人（先着順）、ご利用希望者はひがしかわ観光協会にお申し込みください。☎82－3761

主催：大雪山旭岳山のまつり実行委員会

【21日】
　▶大会開会式と環境シンポジウム（東川町農村環境改善センター）…………午後１時半から
　　基調講演：旭山動物園長、坂東元さん「共に生きる～未来に向けて」
【22日】
　▶大会スタート（カヤック＝忠別湖親水広場、バイク＝忠別湖～旭岳ロープウェイ山麓駅、ハイク＝旭岳姿
　　見～山頂）
　●先着100組または300人出場限定（申し込みはhttp://www.seatosummit.jp）

主催：大雪 旭岳 SEA TO SUMMIT実行委員会

大雪旭岳 SEA TO SUMMIT（同日開催）大雪旭岳 SEA TO SUMMIT（同日開催）大雪旭岳 SEA TO SUMMIT（同日開催）

町民優待入浴券

（
ラ
ド
ン
温
泉
）

ご
入
浴



米 作 り 。 目 的 は 生 産 の 低 コ ス ト 省

力 化 で す 。

　 「 反 当 り （ 10 ア ー ル ） １ 万 円 の

コ ス ト 削 減 が 可 能 。 い や １ 万 ５ 千

円 も い け る か な 」 と 期 待 が か か っ

て い ま す 。

　 中 條 さ ん の 昨 年 の 収 穫 量 は 、 反

当 り 約 ８ ・ ５ 俵 。 ど う や ら 基 準 収

量 は 、 当 面 こ の あ た り の よ う で す 。

「 最 初 の 年 は 芽 が 出 な く て 、 反 当

り ６ ・ ５ 俵 。 昨 年 は 肥 料 入 れ 過 ぎ

て 倒 伏 し て し ま っ た 。 ２ 年 目 の 目

標 は ９ ・ ５ 俵 を 確 立 し た い 」 。

　 普 通 の 作 り 方 、 移 植 栽 培 方 式 の

米 作 り は 、 町 内 で は 通 常 年 で 10 俵

（ 反 当 り 、 １ 俵 は 60 ㌔ ㌘ ） を 目 標

に し ま す 。

　 収 穫 量 の 比 較 で は 、 今 の と こ ろ

移 植 方 式 に 比 べ て 収 入 が 少 な い で

す が 、 「 準 備 か ら 種 ま き 作 業 ま で

一 人 で で き る 」 と い う の が メ リ ッ

ト 。 移 植 準 備 の 労 力 を ほ か の 作 業

に 回 せ る の で す 。
◇

　 20 ヘ ク タ ー ル の 水 田 は 、 「 ゆ め

ぴ り か 」 「 ほ し の ゆ め 」 「 空 育 １

８ ０ 号 」 の ３ 品 種 を 移 植 方 式 、

「 ほ し ま る 」 を 直 ま き で 栽 培 し ま

す 。

　 基 幹 農 業 の 米 作 り は 、 安 い 農 産

物 と の 競 争 が ま す ま す 激 し く な る

一 方 。 そ ん な 現 状 の 中 で 、 こ れ か

ら も 競 争 力 の あ る 産 業 と し て 米 作

り に 取 り 組 み た い 、 と い う 答 え の

一 つ が 直 播 （ ち ょ く は ん ） 栽 培 の

黄 色 く 実 っ て い る 時 、 直 ま き の 田

ん ぼ は ま だ 青 々 と し て い る か ら ね

え 」 。 し か し 「 こ こ ３ 年 間 は 夏 が

暑 く て 生 育 が 早 ま っ た か ら 、 穂 が

出 る の も 早 か っ た 」 と 温 暖 化 現 象

が 今 後 と も 味 方 し て く れ る か も し

れ ま せ ん 。

　 「 苗 の 補 給 な ど に 時 間 か か ら な

い か ら 、 通 常 の ２ 倍 、 一 日 ４ ヘ ク

タ ー ル く ら い 作 業 で き る ね 」 。 直

播 の 種 ま き を 終 え た 後 、 引 き 続 き

移 植 の 田 植 え を 行 い 、 効 率 の 良 い

作 業 も で き ま す 。 今 年 は 、 新 た に

鉄 コ ー テ ィ ン グ の 種 も み 栽 培 に も

挑 戦 し て ２ ヘ ク タ ー ル 増 の ４ ヘ ク

タ ー ル に な り ま し た 。

　 東 川 町 農 協 で は 「 今 は 加 工 用 、

業 務 用 の 用 途 だ け れ ど 、 ゆ く ゆ く

は 主 食 用 米 と し て 出 荷 し た い 」 と

期 待 も か け て い ま す 。

　 気 に な る の は 、 収 穫 量 の 差 と 生

育 の 遅 さ 。 「 ほ か の 田 ん ぼ よ り １

週 間 か ら 10 日 く ら い 遅 い 。 ほ か が

今 、 生 き 生 き と

　 町 内 ４ 戸 の 生 産 者

仲 間 で 省 コ ス ト 生 産

が 可 能 な 直 （ じ か ）

ま き 方 式 の 米 作 り 研

究 を し て き ま し た 。

仲 間 の 中 で 一 番 取 り

組 み が 長 い 農 家 は 、

約 15 年 に も な る そ う

で す 。 今 年 は 農 家 ３

戸 が 新 た に 栽 培 に 加

わ っ て 、 町 内 の 作 付

け 面 積 も ず い ぶ ん 増

え ま し た 。 お い し い

東 川 の 米 作 り を 守 り 、

さ ら に 価 格 競 争 力 も

強 く し た い 、 と 生 産

拡 大 に 取 り 組 ん で い

ま す 。

7676 農 業 　 中 條  勝 彦 （ ち ゅ う じ ょ う 　 か つ ひ こ ） さ ん

こ
れ
が
種
も
み
の
種
ま
き
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト

こ
れ
が
鉄
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
種
も
み
（
二
酸
化
鉄
剤
な
ど
を

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
て
い
ま
す
）

農
業
　
中
條
勝
彦
さ
ん
（
49
）
／
30
区

　
入
植
４
代
目
の
稲
作
専
業
農
家
。
東
川
町
農
協
水
稲
直
播
（
ち

ょ
く
は
ん
）
部
会
長
。
北
海
道
自
動
車
短
期
大
学
卒
業
、
旭
川
市

内
の
自
動
車
販
売
会
社
、
ス
キ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
経
て
就

農
。
水
稲
直
播
部
会
は
、
現
在
メ
ン
バ
ー
７
戸
。
上
川
管
内
の
栽

培
農
家
な
ど
で
作
る
「
上
川
直
播
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
参
加
し
、

栽
培
研
究
と
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
11
月
、
農
協
で

水
稲
直
播
栽
培
の
成
果
報
告
発
表
を
行
い
、
今
年
か
ら
新
た
に
３

戸
が
試
験
栽
培
に
加
わ
り
ま
し
た
。
昨
年
は
町
内
約
13
㌶
で
作
付

け
し
、
今
年
は
約
22
㌶
に
伸
び
て
い
ま
す
。

「
東
川
米
・
ひ
が
し
か
わ
サ
ラ
ダ
産
者
の
集
い
」
で
、
中
條
さ
ん
は
コ
メ
の

直
播
栽
培
の
有
用
性
を
発
表
し
ま
し
た
（
昨
年
1
1
月
、
東
川
町
農
協
で
）
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貸し出し図書
ビデオ紹介

文化交流館
☎82－4245

貸し出し図書
ビデオ紹介

文化交流館
☎82－4245

★本、ＤＶＤの蔵書リクエストをお受けしています★
1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間

貸し出し検索 

☞  
http://www.lib-finder2.net/higashikawa/servlet/Index

世界一素朴な質問、宇宙一美しい答え（児童書）
ジェンマ・エルウィン・ハリス：編　河出書房新社：刊

　「わたしは、なにでできている
の？」「神様ってだれ？」「なぜ戦
争が起きるの？」―。大人が答え
に詰まりそうな子どもの質問に、
世界的な第一人者たちはどんな
ふうに答えたのか？　子どもたち
がひとりで読めるやさしい文章
で書かれており、子ともたちの質
問にそなえて読んでおけば憂い
なし！　バラエティーに富んだ回
答者たちの視点の豊かさに驚く
こと請け合いです。

キャプテン・フィリップス（DVD）
ソニー・ピクチャー・エンタテインメント

　コンテナ船マースク・アラバマ
号は、ケニアに援助物資を運ぶ
ためインド洋を航海していた。と
ころがソマリア海域に入った途端、
突如海賊船に襲われ、海賊に船
を占拠されてしまった。フィリップ
ス船長は、20人の乗組員の解放
を条件に、自らが拘束されること
を選ぶ。ソマリア海賊たちとの命
がけの息詰まる駆け引きが続く
中、アメリカも国家の威信を賭け
た闘いに直面する。

上野砂由紀のガーデン花図鑑（一般書）
上野砂由紀：著　日本インテグレート：刊

　フラワーガーデンの作り手、上
野砂由紀は、２００１（平成13）年か
ら「上野ファーム」で庭づくりを始
め、旭川でいち早く庭を一般公開
するオープンガーデンを開園させ
た北海道を代表するガ―デンデザ
イナー。’04（同16）年「ビズ・ガー
デン大賞」でグランプリを獲得した。
図鑑では、北の大地に咲く１１６種
の花 と々ともに、その「上野ファー
ム」の４年間を紹介している。北海
道ガーデン巡り旅の案内も収録。

人
の
心
を
見
た
！「
共
同
の
力
と
た
く
ま
し
さ
」

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
旭
川
放
送
局
の
那
須
敦
志
局
長
さ
ん

が
旭
川
出
身
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
旭
川
地

域
を
愛
し
、
地
域
の
活
性
化
に
深
い
関
心
と
支

援
を
い
た
だ
い
た
。
局
長
に
就
任
し
た
の
は
４

年
前
で
あ
る
が
、
写
真
甲
子
園
に
は
毎
年
応
援

に
駆
け
付
け
、
大
会
の
様
子
な
ど
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ

レ
ビ
で
も
紹
介
し
て
く
れ
て
い
る
。

　

局
長
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
出
身
で
、
本

町
の
故
飛
彈
野
数
右
衛
門
氏
が
生
前
撮
っ
て
い

た
写
真
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
日
曜
美
術
館
で
の
紹
介
を

通
じ
て
）
や
16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
映
像
に
深
い
関

心
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
。
戦
前
、
戦
後
に
わ
た

っ
て
飛
彈
野
氏
が
撮
影
し
た
東
川
地
域
の

ニ
ュ
ー
ス
は
、
町
の
歴
史
記
録
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
保

存
し
て
い
る
歴
史
資
料
と
し
て
も
貴
重
な
も
の

で
あ
る
と
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
に
も
保
存

し
て
い
た
だ
い
た
。

　

16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
を
元
に
、
局
長
自
ら
編
集

し
た
と
い
う
「
な
つ
か
し
の
東
川
」
映
像
セ
ミ

ナ
ー
が
、
昨
年
に
引
き
続
き
今
年
も
開
か
れ
た
。

映
像
は
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
人
々
の
生

活
や
動
き
が
中
心
で
、
当
時
の
人
々
の
活
動
に

は
自
治
の
原
点
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。

　

河
川
決
壊
と
保
護
の
た
め
共
同
で
木
を
切
り

出
し
、
防
護
を
講
じ
て
い
る
姿
、
傷
ん
だ
道
路

を
共
同
出
役
で
手
直
し
し
て
い
る
姿
、
地
域
の

人
々
が
徴
兵
に
よ
っ
て
出
征
す
る
若
者
を
壮
行

し
戦
地
へ
送
り
出
す
姿
、
町
制
施
行
を
全
町
民

で
祝
う
姿
。
祭
り
の
相
撲
…
な
ど
、
本
当
に
懐

か
し
い
映
像
が
次
か
ら
次
へ
と
映
し
出
さ
れ
た
。

 

特
に
驚
い
た
の
は
、
冬
山
で
の
木
の
切
り
出
し

で
あ
る
。
大
き
な
鋸
を
使
っ
て
人
力
で
切
り
倒

し
、
そ
れ
を
馬
そ
り
で
木
材
会
社
ま
で
運
搬
す

る
人
馬
一
体
と
な
っ
た
活
動
で
あ
る
。
中
に
は

切
り
出
し
た
木
の
太
さ
が
人
の
背
丈
を
超
え
る

巨
木
も
あ
る
。
木
材
を
そ
り
に
積
み
、
そ
の
先

端
に
一
人
で
座
り
込
ん
で
、
山
か
ら
滑
り
降
り

る
姿
は
勇
壮
で
、
想
像
を
は
る
か
に
超
え
た
怖

い
も
の
で
あ
る
。

　

地
域
の
人
々
の
会
話
と
支
え
合
い
の
輪
が
強

か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
映
像
を
通
じ
て
よ
く
分

か
り
、
強
く
胸
を
打
つ
。
住
民
共
同
の
力
発
揮

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
時
代
で
あ
っ
た
と
感

動
す
る
。
過
去
に
学
び
、
未
来
に
向
か
っ
て
行

動
す
る
大
き
な
示
唆
を
「
な
つ
か
し
の
東
川
」

映
像
は
語
っ
て
い
る
。
開
拓
１
２
０
年
を
迎
え

た
今
、
ぜ
ひ
と
も
皆
さ
ん
に
見
て
ほ
し
い
映
像

で
あ
る
。

飲
水
思
源

い
ん
す
い
し
げ
ん

町
長

松
岡
市
郎

人
の
心
を
見
た
！「
共
同
の
力
と
た
く
ま
し
さ
」
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大雪山の素顔
夏山、はじまる
　これから９月末までの短い期間、大雪山旭岳の中腹、
標高1,600メートルの姿見平では、「春」「夏」「秋」
と目まぐるしく季節が動いていきます。
　雪解け進む姿見で最初に見ることができる華やいだ
風景は、一斉に班を広げるキバナシャクナゲの群落で
しょう。あちこちに残る大きな雪原と、山ひだに雪を
残した旭岳、十勝岳の力強い山並みが花々の背景です。
　つぼみはちょっと蛍光色に似た黄色です。しかし開
いたばかりの花は全体にごく淡い黄色、ほとんど白に
近い色になります。
　ところが次第にオシベやメシベの軸、花弁の根元な
どから鮮やか紅色が差していき、数日後、花が落ちる
ころには、半ばピンク色に染まっていくのです。
　６月の姿見の池や夫婦池は、大抵水底に厚い雪が残
り、曇った鏡のようなぼんやりした色をしています。
　池の底の雪は、最初に一番深い中心にポッカリ濃い
色の穴が開きます。この穴が夫婦池の両方に開くころ、
池の間の坂道の上から振り返ると、ふたつの瞳に見つ
められているようです。
　この時期、高山特有の天気は強い日差しで、季節を

「夏」に一気に進めるかと思うと、みぞれや雪を降ら
せて「冬」や「春」に逆戻り。視界を遮って登山者を
迷わせたり、凍えさせたりする要注意の時期です。
　しかし、この時期の広大な残雪は、山好きの味方で
もあります。
　夏は登山道の外を踏み荒らしてはならず、冬は深い
雪に阻まれて容易に近づけない場所がたくさんありま
す。現在の登山道も、昔の人が残雪を上手にたどって
つけた道が少なくありません。地形や天気など、土地
の「癖」を心得て慎重に行動できれば、より広くより
深く、大雪山を学べる時期といえるでしょう。

　

東
川
町
は
３
月
末
に
「
大
雪
山
か
ら
育

ま
れ
る
文
献
書
誌
集
」
（
Ａ
４
版
、
51

ペ
ー
ジ
）
を
５
０
０
部
発
行
し
ま
し
た
。

 

ふ
る
さ
と
の
山
、
大
雪
山
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
人
が
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の

本
や
研
究
論
文
が
残
さ
れ
、
人
と
の
か
か

わ
り
を
視
点
に
す
る
と
一
大
文
化
の
宝
庫

と
い
え
ま
す
。
町
に
あ
る
大
雪
山
関
係
の

本
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
町
民
に

愛
着
を
持
っ
て
広
く
読
ん
で

い
た
だ
き
、
さ
ら
に
大
雪
山

の
情
報
を
全
国
に
発
信
す
る

狙
い
が
あ
り
ま
す
。

　

文
献
書
誌
集
に
記
載
し
た

の
は
３
４
５
点
で
す
。
本
を

数
え
る
単
位
は
一
般
的
に
は

冊
で
す
が
、
３
４
５
点
と
し

た
の
は
、
た
と
え
ば
季
刊
誌

「
北
の
山
脈
」
は
創
刊
か
ら

終
刊
ま
で
40
冊
も
あ
り
、
大

雪
山
国
立
公
園
連
絡
協
議
会

が
ま
と
め
た
「
大
雪
山
国
立

公
園　

研
究
・
文
献
集
」
は
バ
イ
ン
ダ
ー

21
冊
に
２
千
７
０
０
件
の
論
文
を
収
録
し

て
い
ま
す
。
文
献
書
誌
集
に
は
新
聞
コ

ピ
ー
、
雑
誌
も
含
め
て
い
ま
す
の
で
町
が

保
管
し
て
い
る
総
数
は
千
点
（
冊
）
以
上

に
な
り
ま
す
。

　

大
雪
山
と
い
う
山
名
が
初
め
て
使
わ
れ

た
松
原
岩
五
郎
著
「
日
本
名
勝
地
誌　

第

九
編　

北
海
道
之
部
」
や
、
小
泉
秀
雄
著

「
北
海
道
中
央
高
地
の
地
学
的
研
究
」
は
、

ペ
ー
ジ
を
め
く
る
だ
け
で
紙
が
ポ
ロ
ポ
ロ
、

粉
の
よ
う
に
欠
け
落
ち
る
あ
り
さ
ま
で
、

多
く
の
人
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
け
れ
ど

も
、
公
開
が
難
し
い
年
代
も
の
も
あ
り
ま

す
。

　

大
雪
山
を
舞
台
に
し
た
小
説
、
漫
画
、

写
真
絵
本
な
ど
は
家
族
で
楽
し
め
ま
す
。

東
川
町
に
住
む
写
真
家
や
ネ
ー
チ
ャ
ー
ガ

イ
ド
が
書
い
た
素
晴
ら
し
い
本
も
そ
ろ
っ

て
い
ま
す
。

　

大
雪
山
の
文
献
書
誌
集
は
３
４
５
点
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
あ
る

は
ず
で
、
町
は
こ
れ
か
ら
も
情
報
収
集
に

努
め
、
充
実
し
て
い
く
よ
う
で
す
。

　

文
献
書
誌
集
は
東
川
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

町
史
編
集
専
門
員
、
西
原
義
弘

N
atu

re C
o
lu

m
n

（
ネ
ー
チ
ャ
ー 

コ
ラ
ム
）

自
然
解
説
員
な
ど
で
活
躍
す
る
人
た
ち
を
リ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。

大雪山の素顔

N

自

文
化
の
宝
庫
、
大
雪
山

町所蔵の大雪山文献書誌を紹介しています

旭岳ビジターセンター 菊地 基

登
山
道
以
外
の
ル
ー
ト
を
歩
け
る
の

が
残
雪
時
期
の
醍
醐
味
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A word from another world

英語教育指導員　宮地晶子の

エイゴノマナビカタ

A word from another worldNo.32
Farewell Part 1: Beginning of the End   Stacey Fujikawa 

Another season of soft pink sakura petals have bloomed and fallen to the earth. !e 
ground is green and the breeze is warm. Spring has arrived once again! 

!roughout this year there are many lasts in Higashikawa for me. Last graduation 
ceremony, last sakura season, last sports day. I often "nd that I am more emotional 
and sentimental at events this year, knowing that they are my last. !e moments I 
take to re#ect upon and appreciate what is happening around me are becoming 
longer and longer the closer I am to leaving. I never want to forget all of the amazing 
things that have happened and the people I have met these past(※) three years. 

I "nish work at the end of July. After, I will travel in Japan for about a month before 
I return to Canada. I will travel with another Canadian ALT who I came to 
Hokkaido with almost three years ago. We will take trains down to Tokyo, making 
stops along the way to visit festivals and tourist sites. During my "nal week in Japan 
my friend, Amy, who I grew up with in a small town like Higashikawa will come visit 
me. 

I'm looking forward to seeing my family and friends back home, but I will miss Higashikawa very much. I know I'll visit 
again one day. 

第108回

レリゴー現象
　「レリゴー♪レリゴー♪」―。歌っていますか？　ディズ
ニーアニメ「アナと雪の女王」の楽曲「Let It Go」。あまりに
もみんなが歌っているので、世間ではレリゴー現象とまで言
われているとか。この意味は「自分の意思で何かを捨てる、
心にある何かを解放する」という感じ。映画では、主人公の一
人、エルサが、それまでの悩みを捨て、隠してきた魔法の力
や過去を捨てて自分を解放する、という強い気持ちを歌って
います。
　“Let it go let it go Can’t hold it back any more Let it go 

Let it go Turn away and slam the door I don’t care what 
they’re going to say”―どうすることもできない状態をlet it 
goする。歌にも映画の台詞にもよく使われる表現です。
　例えばこんな感じ。“You should let it go and get on with 
your life. ”「そんなこと忘れて、前に進んだら」。Let it goは
日本では女優の松たか子さんが歌っていますが、歌詞は「あ
りのままの」となっていて、英語と比べるとやや優しい感じが
します。
　「レリゴー」と聞いて、ビートルズの「Let it be」を思い出し
た人はいませんか。こちらも「レリビーレリビー」とずいぶん
はやりました。be(ビー)動詞は動かないイメージなので、実
はこちらの方が「ありのままで」の意味でしょう。
　発音に関して理屈を言えば、アルファベットの「t」が母音
「a，i，u，e，o」に挟まれるとラ行に変わるので、let it beはレリ
ビーと聞こえるのです。だからlet it goもレットイットゴーでは
なく、レリゴー。でも、こんな音の崩れも歌を歌えば理屈抜き
で身につきますよね。歌詞付きの動画もありますよ。歌ってい
くうちに力がみなぎってくる気がするでしょう。１曲歌えるよう
になって得られるものは、実はとてつもなく大きいのです。み
なさんも熱唱してみませんか。

【ちょっと豆知識】宮地晶子
　※past(パスト)「過去」とい
う言葉が出てきました。「未来」
はfuture(フューチャー)、「現
在」はpresent(プレズント)。
　“The past is history, the 
future is a mystery, and this 
moment is a gift. That is 
why this moment is called 
"the present".”「過去は歴史、
未来は神秘。そして今の瞬間は
贈り物。だから、今の瞬間を"プ
レゼント"と言う」と言ったのは
インドの哲学者。
　Your present effort be-
comes the present to your 
future. 「今の努力が未来のあな
たへのプレゼントになる」なん
てね。

（訳：宮地晶子）

さようなら、その１　終わりの始まり　ステーシー・フジカワ
　淡いピンクの花びらの桜が咲いては散っています。大地は緑になり、風が暖かい。また春が来ましたね。
　今年、私にとっては「東川で最後」がたくさんあります。最後の卒業式、最後の桜、最後の運動会。今年で最後
だと思うと、いつも以上に気持ちが入り、感傷的になります。町を去る日が近づくにつれ、身の周りの出来事を思
い起こしてみたり、感謝したりする時間が長くなります。この３年間の素晴らしい出来事、出会ったすべての人を
決して忘れたくありません。
　７月の末で仕事を終えます。その後はカナダに帰る前に、１カ月かけて国内を回ります。３年近く前に、同じく
カナダから来たＡＬＴと一緒です。祭りや観光地に寄り道しながら、列車で東京へ向かいます。日本で最後の一週
間には、東川と同じように小さい町で共に育った友だちのエイミーが訪ねてきてくれます。
　家族や友だちに会うのが楽しみです。でも東川のことがとっても恋しくなるでしょう。きっとまた、来るつもり
です。
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　 俳　

句

老
木
の
花
咲
き
誇
る
隠
れ
里

湯
に
若
布
放
て
ば
遠
き
父
の
海

古
時
計
命
ふ
き
こ
む
春
の
空

い
く
せ
と
も
見
せ
て
あ
げ
た
い
山
桜

わ
が
庭
の
七
分
咲
き
な
る
記
念
の
樹

口
癖
は
明
る
い
貧
乏
豆
の
花

海
女
の
手
に
匂
ひ
滴
る
若
布
か
な

棹
一
つ
の
ど
か
に
見
ゆ
る
若
布
刈
舟

こ
い
の
ぼ
り
腹
空
っ
ぽ
で
小
気
味
好
し

汚
染
水
紛
れ
こ
ん
だ
り
春
の
海

谷
地
蕗
の
沢
の
せ
せ
ら
ぎ
聞
き
て
咲
く

フ
ロ
ン
ト
に
一
ひ
ら
の
せ
て
花
の
雨

こ
の
辺
り
も
の
の
芽
探
す
庭
の
先

お
す
そ
わ
け
ゴ
ツ
イ
山
葵
も
嬉
し
け
り

夢
な
れ
ど
一
度
乗
り
た
し
花
筏

一
日
ご
と
葉
色
移
ろ
う
柿
若
葉

果
て
も
な
く
寄
せ
て
は
返
す
若
布
か
な

う
ま
き
も
の
若
布
味
噌
汁
玉
子
飯

三　
島　
　
　
智

若　
田　
　
　
郁

本　
田　
　
　
咲

山　
内　
み　
ゆ

長
谷
川　
き
み
ゑ

小　
林　
ろ　
ば

高　
橋　
公　
花

杉
山　
ひ
ろ
の
り

保　
科　
な　
ほ

徳　
光　
吐　
苦

杉　
山　
り　
つ

山　
口　
佐
知
子

横　
田　
則　
子

若　
田　
　
　
久

高　
瀬　
　
　
潤

石　
澤　
清　
宏

澤　
田　
久
美
子

松　
山　
蓉　
子

俳　

句

俳　

句

　

今
年
結
婚
66
年
目
。
12
人
と
い
う
大
家

族
で
暮
ら
し
て
い
た
た
め
、
８
畳
間
が
７

室
も
あ
る
と
い
う
大
き
な
家
で
す
。
今
は

重
信
さ
ん
と
キ
ク
エ
さ
ん
の
二
人
暮
ら
し
。

一
男
四
女
が
ひ
孫
を
連
れ
て
よ
く
遊
び
に

来
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

キ
ク
エ
さ
ん
は
、
１
９
４
８
（
昭
和

23
）
年
、
戦
後
の
混
乱
期
に
七
線
の
旧
第

五
小
学
校
（
現
北
の
住
ま
い
設
計
社
）
近

く
に
あ
っ
た
渡
辺
家
か
ら
嫁
い
で
き
ま
し

た
。

　

嫁
入
り
は
、
終
戦
後
も
の
の
な
い
時
代

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
馬
そ
り
3
台
の
豪
華

な
も
の
で
し
た
。
「
わ
し
も
９
人
家
族
で

多
か
っ
た
け
れ
ど
、
嫁
い
で
来
た
時
に
は
、

ご
飯
食
べ
る
時
テ
ー
ブ
ル
が
３
つ
に
も
な

っ
た
よ
」
。

　

に
ぎ
や
か
な
大
家
族
の
中
で
５
人
を
育

て
上
げ
、
長
年
の
農
作
業
で
す
っ
か
り
腰

も
前
か
が
み
に
な
り
ま
し
た
。
「
も
う
す

ぐ
地
べ
た
に
張
り
付
い
て
し
ま
う
よ
ぉ
」

と
茶
目
っ
気
た
っ
ぷ
り
に
話
す
そ
の
姿
は
、

懸
命
に
働
い
て
き
た
勲
章
で
す
。

　

そ
ん
な
キ
ク
エ
さ
ん
を
や
さ
し
く
見
守

っ
て
い
る
の
は
重
信
さ
ん
。
１
年
前
か
ら

食
事
づ
く
り
も
担
当
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

80
歳
ま
で
現
役
で
米
作
り
を
続
け
、
４

年
連
続
６
回
に
わ
た
っ
て
１
等
米
出
荷
１

０
０
％
の
優
良
生
産
農
業
者
表
彰
を
受
け

た
腕
前
を
料
理
で
も
発
揮
し
て
い
ま
す
。

「
お
い
し
い
よ
ぉ
。
食
べ
て
ご
ら
ん
よ
」

と
キ
ク
エ
さ
ん
は
太
鼓
判
。

人
生
を
拓
く

　

実
り
豊
か
な
今
日
の
東
川
を
築
い
て
き
た
先
駆
の
人
々
。
今
月
か
ら
そ
ん
な
先
達

の
皆
さ
ん
に
ご
登
場
い
た
だ
く
新
連
載
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
初
回
は
鳥
取
県
か
ら

入
植
の
４
代
目
米
づ
く
り
農
家
と
し
て
「
優
良
米
生
産
名
人
」
の
称
号
を
持
つ
御
家

瀬
重
信
さ
ん
ご
夫
婦
で
す
。

み    
か    

せ　

  

し
げ  

の
ぶ

御
家
瀬 
重
信
さ
ん
（
91
）
、
キ
ク
エ
さ
ん
（
89
）
＝
14
区

ひ
ら

新

※

お
こ
と
わ
り

　
「
ミ
ニ
家
庭
医
学
講
座
」は「
保
健
だ
よ
り
」の
ペ
ー
ジ
に
移
動
し
て
、隔
月
掲
載
し
ま
す
。次
回
は
７
月
号
の
予
定
で
す
。
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くら
し ・

ネ
ット
ワ
ー
ク

　 父 豊
彦

　 母 朱
美

　 行政
区

東
町
３
丁
目

お
誕
生

生ま
れた
子

秋
山
　
蒼
真

あ
き
や
ま
　
  そ
う
ま

く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

　 （
前
月
比
＋

（
前
月
比
＋

（
前
月
比
＋

（
前
月
比
＋

　
7,9
09
人

3,6
89
人

4,2
20
人

3,4
72
戸 1人 4人

10
5人 50
人

　
52
人
）

27
人
）

25
人
）

40
戸
）

人
口
・
世
帯
数
　
４
月
末
日
現
在

人
　
口
／

　
男
　
／

　
女
　
／

世
帯
数
／

出
　
生
／

死
　
亡
／

転
　
入
／

転
　
出
／

　 行
政
区
　

北
町
３
丁
目

ご
  
結
  
婚

新
郎
　
　
　
　
　
　
新
婦

竹
田
　
慶
介
　
　
　
蜂
谷
　
郁
子

　 歳
　 行政
区

東
町
２
丁
目

22
区

84
歳

85
歳

お
く
や
み

亡き
人

中
村
　
つ
る

中
　
　
サ
ツ
子

届出
人

髙
田
　
勉

大
槻
　
志
津
子

人
の
う
ご
き
　４
月
16
日
～
５
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ク 製 品 （ 主 な 具 体 例 ）

　 玩 具 類 、 ハ ン ガ ー 、 小 物 ケ ー ス 、

バ ケ ツ 、 漬 物 た る 、 ボ ウ ル 、 タ ッ

パ ー 、 Ｃ Ｄ ケ ー ス 、 雪 か き 、 植 木

鉢 、 プ ラ ン タ ー 、 ご み 箱 な ど

犬 の 登 録 と 狂 犬 病 予 防 注 射 を 実

施
　 今 年 ２ 回 目 の 狂 犬 病 予 防 注 射 を

実 施 し ま す 。 ペ ッ ト と し て 飼 い 犬

が い る 方 で 、 飼 い 犬 に 狂 犬 病 予 防

注 射 を 済 ま せ て い な い 飼 い 主 さ ん

は 、 必 ず 受 け て く だ さ い 。

　 生 後 9
1 日 以 上 の 飼 い 犬 は 、 狂 犬

病 予 防 法 に よ っ て 生 涯 に 一 度 の 畜

犬 登 録 と 、 年 に 一 度 の 狂 犬 病 予 防

注 射 が 義 務 付 け ら れ て い ま す 。 所

有 者 の 変 更 、 犬 の 死 亡 時 に も 届 け

出 が 必 要 で す 。

　 動 物 病 院 で 狂 犬 病 予 防 注 射 を 受

け た 時 は 、 狂 犬 病 予 防 注 射 済 み 票

（ 手 数 料 ５ ５ ０ 円 ） を 交 付 し ま す 。

日 時 　 ６ 月 7 日 （ 土 ） 午 前 ９ 時 〜

　 同 1
1 時 半

場 所 　 町 保 健 福 祉 セ ン タ ー 横

料 金 　 新 規 登 録 ３ 千 円 、 狂 犬 病 予

　 防 注 射 ３ 千 １ １ ０ 円

 都 市 建 設 課 か ら

　 ま ち づ く り 推 進 室 は ☎ 内 線 ２ ３

２ 、 ２ ３ ３ 。 公 共 施 設 管 理 室 は ☎

内 線 ２ ３ １ 、 ２ ３ ８

や 猶 予 制 度 が あ り ま す の で 、 役 場

定 住 促 進 課 住 民 室 に お 問 い 合 わ せ

く だ さ い 。

　 日 本 年 金 機 構 で は 、 国 民 年 金 保

険 料 を 納 付 期 限 ま で に 納 め て い た

だ け な い 方 に 対 し て 、 電 話 、 書 面 、

面 談 で 早 期 納 入 を 案 内 し て い ま す 。

▼ 国 民 年 金 基 金

　 老 齢 基 礎 年 金 の 受 給 年 金 額 を 増

額 し て 受 け 取 る こ と が で き る 制 度

で す 。

　 国 民 年 金 の 第 １ 号 被 保 険 者 で 、

保 険 料 を 納 め て い る 6
0 歳 未 満 の 方 、

6
0 歳 以 上 6
5 歳 未 満 で 、 国 民 年 金 に

任 意 加 入 さ れ て い る 方 が 加 入 で き

ま す 。

　 詳 し く は 北 海 道 国 民 年 金 基 金

（ ☎ フ リ ー ダ イ ヤ ル ０ １ ２ ０ │ ６

５ │ ４ １ ９ ２ ） ま で 。

ご み 出 し は ル ー ル を 守 っ て 分 別

し ま し ょ う

　 資 源 ご み 袋 の 中 に 不 適 ご み の 混

入 が 多 く な っ て い ま す 。 ご み 出 し

の 時 は 、 ル ー ル と マ ナ ー を 守 っ て

近 隣 の 迷 惑 に な ら な い よ う 心 掛 け

て 搬 出 し ま し ょ う 。

　 不 適 ご み が 混 入 す る と 、 資 源 ご

み と し て は 回 収 さ れ ま せ ん 。 ご み

は そ の ま ま ご み ス テ ー シ ョ ン に 残

る た め 、 各 自 治 会 の 衛 生 推 進 委 員

の 方 が 分 別 し 直 さ な け れ ば な ら ず 、

大 き な 負 担 に な っ て い ま す 。

▼ 可 燃 ご み と し て 扱 う プ ラ ス チ ッ
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「 東 川 町 美 し い 風 景 づ く り 賞 」 を

選 考 し ま す

　 今 年 も 「 東 川 町 美 し い 風 景 づ く

り 賞 」 の 選 考 ・ 審 査 を 行 い ま す 。

　 審 査 対 象 は ① 町 内 全 域 の 住 宅 、

店 舗 （ 敷 地 内 の 花 壇 、 建 物 設 計 、

木 彫 看 板 、 電 飾 な ど ） ② 事 業 所 、

事 務 所 （ 植 樹 、 草 木 な ど の 緑 化 、

企 業 看 板 、 電 飾 な ど ） ③ 自 然 環 境

の 保 全 、 快 適 な 生 活 環 境 づ く り の

た め の 住 民 活 動 （ 森 林 地 域 な ど の

植 樹 、 自 然 公 園 地 域 ・ 河 川 、 公 園

の 清 掃 活 動 な ど ） ― で す 。

　 本 年 度 分 調 査 期 間 は 、 1
2 月 2
6 日

（ 金 ） ま で 。 審 査 委 員 が 現 地 調 査

を 行 っ て 審 査 し ま す 。

　 「 美 し い 東 川 の 風 景 を 守 り 育 て

る 条 例 」 に 基 づ い て 実 施 し 、 個 人

部 門 （ ３ カ 所 ） 、 団 体 部 門 （ １ カ

所 ） 、 事 業 所 ・ 事 務 所 部 門 （ １ カ

所 ） の ３ 部 門 で 表 彰 し ま す 。

町 長 へ の 手 紙 ご 意 見 へ の 回 答

　 広 報 ５ 月 号 で 「 町 長 へ の 手 紙 」

を 配 布 い た し ま し た と こ ろ 、 早 速

の 貴 重 な ご 意 見 あ り が と う ご ざ い

ま し た 。 ご 質 問 い た だ い た 件 は 、

町 と し て 下 記 の 通 り 考 え て お り ま

す の で 、 文 書 に て ご 回 答 申 し 上 げ

ま す 。

　 な お 本 回 答 に 疑 義 、 意 見 等 が ご

ざ い ま し た ら 、 改 め て 担 当 か ら ご

説 明 さ せ て い た だ き ま す 。 お 手 数

で す が 、 担 当 窓 口 ま で ご 連 絡 を お

所 、 水 洗 ト イ レ 、 洗 面 施 設 、 浴

室 、 テ レ ビ 受 信 施 設 な ど 所 定 の

性 能 を 持 つ 各 設 備 を 完 備 し て い

る こ と ）

締 め 切 り 　 ６ 月 1
3 日 （ 金 ） ま で

条 件 　 地 方 税 、 納 付 す べ き 公 共 料

金 を 滞 納 し て い な い 個 人 、 ま た

は 法 人 事 業 者

応 募 　 ① 参 加 表 明 書 ② 提 案 書 ③ 事

業 者 概 要 （ 以 上 各 １ 部 ） ④ そ の

他 所 定 提 出 書 類 （ 1
0 部 ） ― を 準

備 し て 定 住 促 進 課 に 提 出 （ 郵 送

提 出 は 不 可 ）

そ の 他 　 本 年 度 の 単 年 度 事 業 （ 事

業 の 最 後 は 来 年 ３ 月 3
1 日 ま で ） 。

提 案 書 の 作 成 な ど に 対 す る 質 問

は 、 所 定 の 質 問 書 様 式 で 提 出 の

こ と 。 質 問 書 の 提 出 は 持 参 、 ま

た は フ ァ ッ ク ス 、 メ ー ル 可 。

フ ァ ッ ク ス は ☎ 8
2 │ ３ ６ ４ ４

（ 役 場 総 務 課 ） 、 E メ ー ル は

teijyu.sokushin@town.higa

年 度 応 募 を 受 け 付 け ま す 。 必 要 な

用 紙 は 定 住 促 進 課 で 配 布 し て い ま

す 。

　 町 内 で 民 間 賃 貸 住 宅 を 建 設 す る

に あ た っ て 、 町 が 建 築 費 を 補 助 し 、

賃 貸 住 宅 の 町 内 供 給 促 進 、 定 住 促

進 を 図 る 事 業 で す 。 昨 年 度 は 民 間

賃 貸 住 宅 ４ 棟 4
1 戸 に 対 し て 補 助 決

定 し ま し た 。

補 助 内 容 　 建 築 費 の ４ 分 の １ 以 内

の 金 額 。 １ 事 業 者 の 補 助 金 限 度

額 は 、 施 工 事 業 者 が 町 内 業 者 の

場 合 ４ 千 万 円 、 町 外 事 業 者 に よ

る 施 工 の 場 合 は 、 そ の ８ 割 に 当

た る ３ 千 ２ ０ ０ 万 円 ま で 。 １ 平

方 ㍍ 当 た り の 建 築 費 用 補 助 金 限

度 額 は 、 町 内 業 者 施 工 の 場 合 ３

万 ８ 千 円 以 内 、 町 外 業 者 施 工 の

場 合 ３ 万 ４ ０ ０ 円 以 内 で す （ 共

有 面 積 を 含 む ） 。

対 象 　 自 己 所 有 地 に 建 設 す る １ 棟

２ 戸 以 上 の 賃 貸 用 共 同 住 宅 （ 台

 議 会 事 務 局 か ら

　 お 問 い 合 わ せ は ☎ 内 線 ３ １ １

町 議 会 第 ２ 回 定 例 会 開 会 の お 知

ら せ
　 第 ２ 回 定 例 会 は 、 ６ 月 1
9 日

（ 木 ） 、 2
0 日 （ 金 ） の 両 日 、 会 期

2 日 間 の 予 定 で 開 会 し ま す 。

　 午 前 ９ 時 半 か ら 開 会 、 一 般 質 問 、

一 般 会 計 等 の 補 正 予 算 案 を 審 議 予

定 で す 。 皆 さ ま の 傍 聴 を お 待 ち し

て い ま す 。

　 日 程 等 は 変 更 に な る 場 合 が あ り

ま す 。

 定 住 促 進 課 か ら

　 お 問 い 合 わ せ は 住 民 室 ☎ 内 線 １

１ １
民 間 賃 貸 住 宅 建 設 支 援 事 業 の 受

け 付 け 開 始

　 民 間 賃 貸 住 宅 建 設 支 援 事 業 の 本

shikawa.lg.jp

国 民 年 金 の 保 険 料 は 納 付 期 限 ま

で に 納 め ま し ょ う

　 国 民 年 金 制 度 は 、 日 本 国 内 に 住

所 が あ る 2
0 歳 か ら 6
0 歳 未 満 の 第 １

号 被 保 険 者 （ 農 ・ 林 ・ 水 産 業 、 自

営 業 、 学 生 な ど 会 社 勤 務 、 配 偶 者

以 外 の 人 ） が 加 入 し 保 険 料 を 納 め

る 義 務 が あ り ま す 。

　 保 険 料 を 未 納 の ま ま 放 置 す る と 、

6
5 歳 以 上 で 支 給 対 象 に な る 老 齢 基

礎 年 金 を 受 け 取 る こ と が で き ま せ

ん 。

　 万 一 の 病 気 、 事 故 に よ っ て 一 級 、

ま た は 二 級 程 度 の 障 害 が 発 生 し た

場 合 に 支 給 対 象 と な る 障 害 基 礎 年

金 、 死 亡 に よ っ て 支 給 対 象 と な る

遺 族 基 礎 年 金 な ど も 受 け る こ と が

出 来 ま せ ん 。

　 保 険 料 納 付 期 間 （ 保 険 料 免 除 期

間 、 合 算 対 象 期 間 含 む ） を 満 た す

と 、 6
5 歳 か ら の 老 齢 基 礎 年 金 な ど

を 受 け る こ と が で き ま す （ ３ ０ ０

月 ＝ 2
5 年 以 上 ） 。

　 保 険 料 は 、 月 額 １ 万 ５ 千 ２ ５ ０

円 で す （ 今 年 ４ 月 分 か ら 来 年 ３ 月

分 ま で ） 。 お 手 元 に 郵 送 さ れ て く

る 日 本 年 金 機 構 の 納 付 書 に よ っ て 、

各 金 融 機 関 、 郵 便 局 、 コ ン ビ ニ エ

ン ス ス ト ア で 納 め る こ と が で き ま

す 。 ク レ ジ ッ ト カ ー ド 納 付 、 イ ン

タ ー ネ ッ ト 利 用 の 納 付 、 便 利 で お

得 な 口 座 振 替 も で き ま す 。

　 未 納 者 は 、 強 制 徴 収 の 督 促 に よ

っ て も 指 定 期 限 ま で に 納 付 が な い

場 合 、 延 滞 金 を 課 す だ け で は な く

納 付 義 務 の あ る 方 の 財 産 を 差 し 押

さ え る 場 合 が あ り ま す （ 納 付 義

務 者 と は 被 保 険 者 本 人 、 連 帯 し て

納 付 す る 義 務 を 負 う 配 偶 者 、 世 帯

主 ） 。

　 所 得 が 少 な い な ど 保 険 料 の 納 付

が 困 難 な 場 合 は 、 保 険 料 免 除 制 度
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く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

　 役 場 に 駐 車 く だ さ い ）

そ の 他 　 上 履 き （ ス リ ッ パ ） 持 参

町 民 体 育 祭 に ふ る っ て ご 参 加 く

だ さ い

　 第 3
6 回 町 民 体 育 祭 の 参 加 チ ー ム

を 募 集 し ま す 。

日 時 　 ７ 月 ６ 日 （ 日 ） 午 前 ８ 時 半

　 （ 選 手 集 合 ） 、 同 ９ 時 （ 開 会 式 ）

場 所 　 町 民 運 動 公 園 （ 北 町 １ 丁 目 ）

締 め 切 り 　 ６ 月 1
8 日 （ 水 ）

参 加 資 格 　 町 民 の 方 、 町 内 事 業 所

　 に お 勤 め の 方 、 町 内 の 各 種 学 校

　 な ど の 在 校 生

 写 真 の 町 課 か ら

　 お 問 い 合 わ せ は 写 真 の 町 課 ☎ 内

線 ５ ９ ２

写 真 甲 子 園 大 会 出 場 校 の 宿 泊 ホ

ス ト フ ァ ミ リ ー を 募 集

　 全 国 各 地 か ら 来 町 す る 「 写 真 甲

子 園 ２ ０ １ ４ 」 大 会 の 高 校 生 選 手

を 受 け 入 れ し て く れ る ホ ー ム ス テ

イ の 町 内 ホ ス ト フ ァ ミ リ ー を 募 集

し ま す 。

　 受 け 入 れ は １ 家 庭 当 た り １ 校 ４

人 （ 選 手 ３ 人 、 監 督 １ 人 ） 。 ① ８

月 ５ 日 （ 火 ） 夕 刻 〜 翌 朝 ま で ② 同

月 1
0 日 （ 日 ） 夕 刻 〜 翌 朝 ま で ― の

２ 泊 で す （ 寝 具 が 必 要 な 場 合 は 事

務 局 で 用 意 ） 。

　 食 事 提 供 は ３ 回 。 ① ８ 月 ６ 日

（ 水 ） 朝 食 ② 1
0 日 （ 日 ） 夕 食 ③

1
1 日 （ 月 ） 朝 食 ― で す 。 ５ 日 の 夕

食 は 、 ホ ス ト フ ァ ミ リ ー と 選 手 と

の 顔 合 わ せ の バ ー ベ キ ュ ー パ ー

テ ィ ー 、 歓 迎 夕 食 会 の 予 定 で す 。

　 締 め 切 り は ６ 月 3
0 日 （ 月 ） （ 必

着 ） 。 申 し 込 み は 写 真 甲 子 園 実 行

委 員 会 事 務 局 の 写 真 の 町 課 ま で 。

大 会 は 、 ８ 月 ５ 日 （ 火 ） か ら 同 月

８ 日 （ 金 ） ま で ４ 日 間 。 東 川 町 を

舞 台 に 全 国 1
8 校 の 代 表 選 手 が 写 真

の 腕 を 競 い ま す 。

 保 健 福 祉 課 か ら

　 福 祉 の こ と と 申 請 の お 問 い 合 わ

せ は 社 会 福 祉 室 ☎ （ 内 線 ５ ０ ２ 、

５ ０ ３ ） 、 健 康 と 食 の こ と は 保 健

指 導 室 ☎ （ 内 線 ５ ０ ４ 〜 ５ ０ ７ ） 、

高 齢 者 介 護 は 地 域 包 括 支 援 セ ン

タ ー ☎ （ 内 線 ５ ０ ８ 、 ５ ０ ９ ）

福 祉 医 療 受 給 者 証 の 更 新 時 期 で

す
　 「 重 度 心 身 障 害 者 」 「 ひ と り 親

家 庭 等 」 の 福 祉 医 療 受 給 者 証 有 効

期 限 は ７ 月 3
1 日 （ 木 ） ま で で す 。

各 受 給 者 （ 保 護 者 ） の か た に は 、

６ 月 ４ 日 付 け で 必 要 な 書 類 を 添 付

し て 更 新 案 内 を 郵 送 し ま す 。 更 新

が 必 要 な 方 は 、 期 日 ま で に 提 出 願

い ま す 。

　 就 学 前 の 乳 幼 児 受 給 者 証 は 同 月

2
3 日 に 更 新 の お 知 ら せ を 送 付 予 定

で す （ 子 ど も 医 療 助 成 制 度 の お 知

ら せ 参 照 ） 。

 地 域 活 性 課 か ら

　 お 問 い 合 わ せ は ☎ 内 線 ２ ６ ４ 、

２ ６ ５

日 本 語 の 日 常 会 話 町 民 サ ポ ー

タ ー を 募 集

　 東 川 町 で 日 本 語 の 勉 強 を し て

い る 外 国 か ら の 日 本 語 研 修 生 の た

め に 、 日 常 会 話 の 練 習 の 場 で 日 本

語 の 会 話 交 流 を し て く れ る サ ポ ー

タ ー の 方 を 募 集 し ま す 。

　 研 修 生 の 日 本 語 会 話 練 習 の 場 に

参 加 し て 日 本 語 で 会 話 し 、 研 修 生

の た め の 会 話 練 習 を サ ポ ー ト し て

い た だ き ま す 。

募 集 　 日 本 語 会 話 サ ポ ー タ ー

条 件 　 毎 週 １ 、 ２ 回 、 午 後 ２ 時 か

　 ら １ 時 間 程 度 の 日 本 語 会 話 練 習

　 の 場 に 参 加 で き る こ と （ 年 齢 、

　 性 別 問 わ ず ）

謝 礼 　 千 円 （ １ 回 ）

締 め 切 り 　 ６ 月 2
0 日 （ 金 ）

申 し 込 み 　 電 話 ま た は フ ァ ッ ク ス

　 で 教 育 振 興 室 へ 。 ☎ （ F a x ）

　 8
2 │ ３ ６ ４ ４ （ 役 場 企 画 総 務 課 ）

日 本 語 教 員 養 成 講 座 の 町 民 受 講

生 を 支 援

　 旭 川 福 祉 専 門 学 校 （ 南 雲 景 正 校

長 ） 主 催 の 日 本 語 教 員 養 成 講 座 の

町 民 受 講 生 に 対 し て 、 今 年 も 町 で

本 科 受 講 料 の 一 部 負 担 支 援 を 実 施

し ま す 。 資 格 取 得 を お 考 え の 方 は

ご 検 討 く だ さ い 。

願 い い た し ま す 。

　 ５ 月 1
3 日 　 東 川 町 長 、 松 岡 市 郎

▼ 西 町 １ 丁 目 の 公 園 に つ い て （ 担

当 は 公 共 施 設 管 理 室 ）

　 清 流 東 団 地 遊 園 地 の 公 園 は 雪 解

け 時 に 遊 具 等 の 点 検 を 行 い 、 危 険

な 状 態 で な い こ と を 確 認 し て い ま

す 。

　 こ の 遊 園 地 は 、 隣 接 し て い る 住

民 の 方 々 の ご 協 力 に よ っ て 、 枯 れ

枝 等 を 拾 い 集 め し て い た だ い て お

り 大 変 助 か っ て い ま す 。 本 日 確 認

し た と こ ろ 隣 接 地 に 大 き く 枝 が 張

り 出 し た り 、 大 き な 樹 木 の 枝 が 繁

茂 し て い る 状 況 が 見 ら れ ま し た 。

今 後 枝 の せ ん 定 管 理 な ど を 行 い 、

危 険 の な い よ う に 環 境 整 備 に 努 め

ま す 。

▼ 忠 別 川 親 水 公 園 の 堤 防 に つ い て

（ 同 ）

　 忠 別 川 の 管 理 は 、 旭 川 開 発 建 設

部 旭 川 河 川 事 務 所 が 行 っ て い ま す 。

堤 防 の 天 端 は 、 河 川 管 理 の た め 人

車 が 通 行 可 能 な 河 川 管 理 用 地 に な

っ て お り 通 行 禁 止 と は な り ま せ ん 。

提 外 に は 、 町 が 許 可 を 得 て 使 用 し

て い る パ ー ク ゴ ル フ 場 が あ り 、 堤

防 は 出 入 り 口 と な っ て い る た め 通

行 の 制 限 は で き な い 状 況 で す 。

　 し か し 歩 行 者 等 の 安 全 対 策 は 不

可 欠 で す の で 、 パ ー ク ゴ ル フ 場 を

利 用 す る 方 々 に 車 の 安 全 運 転 を 呼

び 掛 け る よ う 指 導 し て ま い り ま す 。

期 間 　 今 年 ７ 月 か ら 1
2 月 ま で （ 毎

　 週 月 〜 金 曜 日 ）

応 募 資 格 　 ４ 年 制 大 学 を 卒 業 し た

　 方 で あ っ て 、 心 身 と も に 健 康 で 、

　 学 校 の 規 律 を 遵 守 で き る 方

要 件 　 ① 町 、 北 工 学 園 が 行 う 日 本

　 語 教 育 事 業 に 協 力 で き る こ と ②

　 町 内 在 住 者 ― の 両 方

内 容 　 日 本 語 教 員 養 成 講 座 及 び Ｎ

　 Ａ Ｆ Ｌ 日 本 語 教 師 養 成 講 座 を 特

　 別 価 格 で 受 講 可 （ 本 人 負 担 ３ 万

　 円 ）

定 員 　 1
0 人

応 募 　 所 定 の 申 込 書 に 大 学 の 卒 業

　 証 書 の コ ピ ー ま た は 卒 業 証 明 書

　 を 添 付 し て 国 際 交 流 推 進 室 ま で

締 め 切 り 　 ６ 月 1
6 日 （ 月 ） 必 着

 教 育 課 か ら

　 お 問 い 合 わ せ は ☎ 内 線 ５ ８ ６ 、

５ ８ ７

東 川 小 学 校 の 新 校 舎 、 地 域 交 流

セ ン タ ー 内 覧 会

　 今 年 1
0 月 開 校 の 東 川 小 学 校 新 校

舎 、 新 地 域 交 流 セ ン タ ー の 町 民 内

覧 会 を 開 き ま す 。

日 時 　 6 月 1
4 日 （ 土 ） 午 前 1
0 時 〜

　 午 後 ４ 時

場 所 　 東 川 小 学 校 新 校 舎 （ 西 ４ 号

　 北 ８ ）

対 象 　 町 内 在 住 の 方

受 け 付 け 　 随 時 （ 申 し 込 み 不 要 、

　 直 接 ご 来 場 く だ さ い 、 公 民 館 と

▼ そ の 他 　 ８ 月 診 療 分 か ら は 、 子

ど も 医 療 費 助 成 制 度 を 開 始 し ま

す の で 、 ７ 月 下 旬 に お 届 け す る

受 給 者 証 を 医 療 機 関 へ ご 持 参 く

だ さ い 。

８ 月 よ り 子 ど も 医 療 費 助 成 制 度

を 開 始 し ま す

　 従 来 の 乳 幼 児 医 療 費 助 成 制 度 の

対 象 を 拡 大 し 、 名 称 を 子 ど も 医 療

費 助 成 制 度 に 改 正 し ま す 。

▼ 改 正 内 容 　 医 療 費 助 成 対 象 年 齢

を 「 ０ 歳 か ら 中 学 校 ３ 年 生 ま で 」

（ 満 1
5 歳 に 達 す る 日 以 後 の 最 初

の ３ 月 3
1 日 ま で の 方 ） に 拡 大 し

ま す 。

▼ 手 続 き 　 該 当 に な る 方 へ ６ 月 2
3

日 に 申 請 書 を お 送 り し ま す の で 、

必 要 事 項 を ご 記 入 の 上 ７ 月 1
1 日

ま で に 同 封 の 返 信 封 筒 で 返 送 し

て く だ さ い 。 受 給 者 証 は ７ 月 下

旬 に お 送 り し ま す の で 、 ８ 月 診

療 分 か ら ご 利 用 く だ さ い 。

▼ そ の 他 　 昨 年 4 月 か ら 開 始 し た

小 ・ 中 学 生 の 通 院 医 療 費 助 成 は 、

今 回 の 子 ど も 医 療 費 助 成 制 度 の

開 始 に 伴 い 、 終 了 い た し ま す 。

食 事 で 健 康 「 栄 養 教 室 」

　 食 事 の 不 適 切 な 摂 取 、 運 動 不 足

で 生 活 習 慣 病 が 年 々 増 加 し て い ま

す 。 健 康 は 自 分 で 守 る た め に 、 健

康 の 大 切 さ を 考 え ま し ょ う 。

　 身 近 な 食 材 で 健 康 な 食 の 調 理 実

　 提 出 期 限 は ６ 月 2
0 日 （ 金 ） （ 必

着 ） で す 。 認 定 結 果 は ７ 月 末 日 ま

で に 通 知 し ま す 。

　 更 新 手 続 き が 遅 れ る と 、 ８ 月 １

日 以 降 制 度 の 適 用 を 受 け ら れ な く

な り 、 医 療 機 関 を 受 診 す る と 一 般

診 療 扱 い （ ３ 割 負 担 ） と な り ま す 。

　 今 年 １ 月 １ 日 現 在 東 川 町 に 住 所

の な い 方 は 、 昨 年 度 （ 平 成 2
5 年 分 ）

所 得 ・ 課 税 証 明 書 （ 課 税 状 況 が 分

か る も の ） が 必 要 で す 。 今 年 １ 月

１ 日 現 在 の 住 所 地 で 交 付 を 受 け て

く だ さ い 。

子 ど も 外 来 医 療 費 助 成 申 請 は 1
0

月 3
1 日 ま で

　 ８ 月 診 療 分 か ら 、 従 来 の 乳 幼 児

医 療 費 助 成 制 度 の 対 象 を 拡 大 し 、

子 ど も 医 療 費 助 成 制 度 を 開 始 す る

に あ た り 、 小 中 学 生 の 通 院 医 療 費

助 成 を 実 施 し て き た 子 ど も 外 来 医

療 費 助 成 制 度 を 終 了 し ま す 。 平 成

2
5 年 ４ 月 か ら 平 成 2
6 年 ７ 月 ま で の

通 院 に か か る 医 療 費 の 申 請 は 、 下

記 の と お り で す 。

▼ 申 請 期 限 　 平 成 2
6 年 1
0 月 3
1 日

（ 金 ）

▼ 手 続 き 　 子 ど も 外 来 医 療 費 助 成

申 請 書 、 領 収 書 、 お 子 さ ん の 保

険 証 、 印 鑑 を ご 持 参 の 上 、 保 健

福 祉 課 窓 口 で 手 続 き を し て く だ

さ い 。

　 申 請 書 様 式 は ホ ー ム ペ ー ジ か

ら も ダ ウ ン ロ ー ド で き ま す 。 21
20
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く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

　 敷 き 物 、 飲 み 物

　  

子 育 て 講 座 （ メ イ ク ） を 開 き ま す

　 紫 外 線 の 基 礎 知 識 、 メ ー キ ャ ッ

プ の 仕 方 を 学 び ま す 。 心 も 体 も リ

フ レ ッ シ ュ し ま し ょ う 。

日 時 　 ６ 月 2
7 日 （ 金 ） 午 前 1
0 時 〜

　 同 1
1 時 半

場 所 　 子 育 て 支 援 セ ン タ ー プ レ ー

　 ル ー ム

定 員 　 1
0 組 程 度 （ 要 予 約 、 当 日 託

　 児 あ り ） 対 象 　 家 庭 の 親 子 ど な

　 た で も

内 容 　 メ ー キ ャ ッ プ

講 師 　 浜 辺 里 美 さ ん （ 浜 辺 薬 局 ）

◆ ・ ◆ ・ ◆ ・ ◆ ・ ◆ ・ ◆ ・ ◆ ・ ◆

旭 岳 春 合 宿 の 石 田 、 藤 村 、 吉 田 ３

選 手 が 表 敬 の 来 訪

　 ロ シ ア ・ ソ チ 五 輪 に 出 場 し た 石

田 正 子 （ 3
3 ） ＝ J R 北 海 道 ＝ 、 藤

村 祥 子 （ 2
7 ） ＝ 宝 来 中 央 歯 科 （ 音

更 ） ＝ 、 吉 田 悠 真 （ 2
3 ） ＝ J R 北

海 道 ＝ の ３ 選 手 が 旭 岳 春 合 宿 ト

レ ー ニ ン グ の た め 来 町 し 、 ４ 月 2
8

日 松 岡 市 郎 町 長 に 表 敬 あ い さ つ に

訪 れ ま し た ＝ 関 連 ８ ㌻ ＝ 。

　 オ リ ン ピ ッ ク ３ 回 出 場 の 石 田 選

手 は ２ ０ ０ ６ （ 平 成 1
8 ） 年 、 2
5 歳

の 時 か ら 旭 岳 ト レ ー ニ ン グ で 実 力

を つ け 、 ３ 度 目 出 場 の ソ チ 大 会 女

子 ス キ ー ア ス ロ ン 競 技 で 1
0 位 入 賞

し ま し た 。 ５ 月 ５ 日 ま で ８ 日 間 の

春 季 調 整 練 習 を 重 ね 、 「 来 年 の 世

界 選 手 権 出 場 を 目 指 し た い 」 と 今

後 の 目 標 な ど を 話 し ま し た 。

　 音 更 町 出 身 の 藤 村 選 手 は 、 初 の

オ リ ン ピ ッ ク 代 表 と し て ソ チ 大 会

出 場 。 ス ピ ー ド ス ケ ー ト ３ 千 ㍍ 1
5

位 、 ５ 千 ㍍ 1
0 位 の 成 績 を 残 し ま し

た 。 ３ 年 前 の 忠 別 湖 ト ラ イ ア ス ロ

ン 大 会 に 出 場 経 験 し ま し た 。 初 の

旭 岳 春 合 宿 で 前 シ ー ズ ン に た ま っ

た 疲 れ の 体 調 回 復 に 務 め 「 将 来 は

指 導 者 と し て 頑 張 り た い 」 な ど と

話 し ま し た 。

　 旭 川 出 身 の 吉 田 選 手 （ 和 寒 高 卒 ）

は 社 会 人 ２ 年 目 。 昨 年 ９ 月 に キ ト

ウ シ 森 林 公 園 で 初 開 催 の 全 道 ヒ ル

ク ラ イ ム ロ ー ラ ー ス キ ー 東 川 大 会

に 出 場 、 ラ ッ プ ト ッ プ の 成 績 を 残

し て い ま す 。 「 ４ 年 後 の オ リ ン ピ

ッ ク に 出 場 し た い 」 と 残 雪 ト レ ー

ニ ン グ に 励 み ま し た 。

 幼 児 セ ン タ ー か ら

　 指 導 員 募 集 応 募 お 問 い 合 わ せ は

子 育 て 支 援 推 進 室 ☎ 内 線 ５ ９ ８ 、

子 育 て 支 援 セ ン タ ー は （ 直 ） 8
2 │

５ １ ０ ０

学 童 保 育 セ ン タ ー の 指 導 員 を 募 集

　 東 川 町 学 童 保 育 セ ン タ ー の 短 時

間 指 導 員 を 募 集 し ま す 。

資 格 　 教 員 免 許 ま た は 幼 稚 園 教 諭 、

　 保 育 士 免 許 所 持 者

内 容 　 子 ど も へ の 指 導 、 援 助

勤 務 　 平 日 午 後 １ 時 か ら 同 ７ 時 ま

　 で の ５ 時 間 前 後 （ 土 、 学 校 長 期

　 休 業 日 は 午 前 ７ 時 半 か ら 午 後 ７

　 時 ま で の う ち ８ 時 間 ）

給 与 　 時 給 ９ ３ ０ 円

締 め 切 り 　 ６ 月 1
0 日 （ 火 ）

申 し 込 み 、 お 問 い 合 わ せ 　 子 育 て

　 支 援 推 進 室

「 よ ち よ ち 教 室 」 を 開 き ま す

　 ０ 歳 児 対 象 の 親 子 遊 び の 教 室 で

す 。 親 子 で 楽 し く 遊 び お 友 だ ち を

つ く り ま し ょ う 。 お 兄 ち ゃ ん お 姉

ち ゃ ん も 一 緒 に ど う ぞ 。

日 時 　 ６ 月 1
2 日 （ 木 ） 午 前 1
0 時 〜

　 正 午

場 所 　 子 育 て 支 援 セ ン タ ー プ レ ー

　 ル ー ム

募 集 　 1
5 組 程 度 （ 要 予 約 ）

内 容 　 赤 ち ゃ ん 体 操 、 親 子 遊 び 、

　 紙 皿 お も ち ゃ 。 「 生 活 リ ズ ム 」

　 に つ い て 町 保 健 師 、 石 渡 貴 子 さ

習 を し ま す 。 バ ラ ン ス 、 味 付 け な

ど 食 生 活 の 見 直 し を 考 え ま し ょ う

（ 希 望 す る 方 は 食 生 活 改 善 推 進 員

と な る 単 位 を 取 得 可 ） 。

日 時 　 ６ 月 1
2 日 （ 木 ） 午 前 1
0 時 〜

　 午 後 １ 時 ご ろ

場 所 　 保 健 福 祉 セ ン タ ー

内 容 　 食 生 活 チ ェ ッ ク ・ パ ー ト ３

　 「 自 分 に 必 要 な 量 は ？ 」 、 講 話 、

　 調 理 実 習 、 試 食 （ 希 望 者 に 体 脂

　 肪 測 定 あ り ）

対 象 　 町 民 の 方 ど な た で も （ 男 性

　 歓 迎 ）

持 ち 物 　 筆 記 具 、 エ プ ロ ン 、 三 角

　 巾 （ 食 材 費 の 一 部 １ ０ ０ 円 を 負 担 ）

一 人 で 悩 ま な い で 〜 女 性 に 対 す る

暴 力 相 談 窓 口

　 女 性 の 約 1
0 人 に 一 人 が 配 偶 者 か

ら の 暴 力 に 悩 み 苦 し ん で い ま す 。

そ ん な 時 、 早 め の 相 談 が 問 題 解

決 へ の 第 一 歩 。 配 偶 者 か ら の 暴 力

（ 言 葉 の 暴 力 含 む ） 、 職 場 で の セ

ク シ ャ ル ・ ハ ラ ス メ ン ト 、 ス ト ー

カ ー 被 害 な ど 、 内 容 に よ っ て さ ま

ざ ま な 相 談 窓 口 が あ り ま す

　 相 談 ナ ビ ・ ダ イ ヤ ル （ 相 談 窓 口

の ご 案 内 ） は ☎ ０ ５ ７ ０ │ ０ │ ５

５ ２ １ ０ 、 保 健 福 祉 課 で も 相 談 を

受 け 付 け て い ま す 。

　 ん を 囲 む 交 流 も 予 定 。

対 象 　 ０ 歳 児 の お 子 さ ん 、 保 護 者

「 一 緒 に 考 え よ う （ 親 子 ク ッ キ ン

グ ） 」 の ご 案 内

　 か む こ と を テ ー マ に 、 親 子 で ク

ッ キ ン グ を し ま す 。

日 時 　 ６ 月 1
9 日 （ 木 ） 午 前 1
0 時 〜

　 正 午

場 所 　 保 健 セ ン タ ー 調 理 室 （ 集 団

　 健 診 室 で 託 児 あ り ）

募 集 　 1
0 組 程 度 （ 要 予 約 ）

締 め 切 り 　 ６ 月 1
3 日 （ 金 ）

対 象 　 子 育 て 中 の 方

内 容 　 「 カ ム カ ム ・ ク ッ キ ン グ 」

講 師 　 町 栄 養 士 、 中 村 弘 美 さ ん

持 ち 物 　 エ プ ロ ン 、 三 角 巾 、 手 ふ

　 き タ オ ル 、 筆 記 具

　 　 　
親 子 バ ス 遠 足 に 出 か け ま し ょ う

　 リ ュ ッ ク に お 弁 当 と お や つ を 詰

め て 、 大 型 バ ス に 乗 っ て 遠 足 に 出

か け ま し ょ う 。 行 き 先 は 旭 山 動 物

園 で す 。

日 時 　 ６ 月 2
6 日 （ 木 ） 午 前 ９ 時 4
5

　 分 〜 午 後 １ 時 1
5 分

場 所 　 旭 山 動 物 園 （ 雨 天 時 は 西 部

　 コ ミ ュ ニ テ ィ ー セ ン タ ー ）  

募 集 　 2
5 組 程 度 （ 要 予 約 ）

締 め 切 り 　 ６ 月 1
6 日 （ 月 ）

対 象 　 家 庭 の 親 子 ど な た で も

参 加 費 　 ８ ２ ０ 円 （ 動 物 園 入 園 料 、

　 パ ス ポ ー ト を お 持 ち の 方 は 持 参 ）

持 ち 物 　 着 替 え 、 帽 子 、 お 弁 当 、

タ ー で タ イ と 台 湾 の 日 本 語 研 修 生

に 東 川 米 を 食 べ て も ら う 「 ニ ッ ポ

ン の コ メ 『 東 川 米 』 試 食 交 流 会 」

を 開 き ま し た 。

　 コ メ が 主 食 の 両 国 ・ 地 域 の 人 た

ち に 東 川 産 の 日 本 米 を た っ ぷ り と

味 わ っ て も ら お う 、 と い う も の 。

し ょ う 油 浸 し か つ お 節 入 り の お か

か 、 わ か め 入 り 、 塩 む す び ３ 種 の

お に ぎ り と 太 巻 き 寿 司 、 い な り 寿

司 を 用 意 し ま し た 。

　 ご は ん は 特 に お か か お む す び が

大 好 評 で 「 日 本 の 米 は す ご く お い

し い 」 。

　 3
4 区 の 越 智 恵 子 さ ん が 先 生 に な

っ て 、 大 根 と に ん じ ん の 紅 白 な ま

す 、 セ ロ リ と き ゅ う り の 浅 漬 け の

作 り 方 も 指 導 し ま し た 。 男 性 陣 も

一 緒 に な っ て 料 理 し お ぼ つ か な い

手 つ き な が ら 「 楽 し い 」 と す っ か

り 気 に 入 っ た 様 子 。 町 、 東 川 町 農

協 で は 、 東 川 米 の お い し さ を 本 国

に 伝 え て も ら い 、 今 後 タ イ 、 台 湾

タ イ ・ マ ハ サ ラ カ ム 大 学 か ら 政 治

法 学 部 長 ら 来 町

　 ５ 月 ７ 日 、 タ イ ・ 国 立 マ ハ サ ラ

カ ム 大 学 政 治 法 学 部 の ウ ィ タ ヤ ・

チ ャ ロ エ ン シ リ 学 部 長 、 シ ラ フ ァ

ト ・ ロ イ ウ ィ ラ ト 教 授 ら ６ 人 が 東

川 町 を 来 訪 し 松 岡 市 郎 町 長 を 表 敬

訪 問 し ま し た 。

　 タ イ か ら 日 本 語 留 学 生 受 け 入 れ

を 始 め た た め 、 授 業 の 様 子 、 町 周

辺 の 視 察 の た め に 来 町 し ま し た 。

　 ウ ィ タ ヤ 学 部 長 は 、 東 川 町 訪 問

は 昨 年 に 続 い て ２ 回 目 。 「 自 然 環

境 が 良 く 景 色 が き れ い で 、 食 べ 物

も お い し く 、 人 も 親 切 で 過 ご し や

す い 」 と 話 し 、 今 後 、 日 本 語 学 科

を 開 設 し た 北 工 学 園 と の 提 携 を 進

め る こ と を 検 討 し て い る よ う で す 。

タ イ と 台 湾 の 日 本 語 研 修 生 が 東

川 米 の 試 食 会 に 舌 鼓

　 ５ 月 ３ 日 、 農 村 環 境 改 善 セ ン

へ の 輸 出 の 可 能 性 を 探 り た い と 考

え て い ま す 。

　 ３ 月 か ら 来 町 し て ３ カ 月 間 日 本

語 を 勉 強 し た タ イ か ら の 研 修 生 6
7

人 は 、 ５ 月 1
2 日 に 帰 国 し ま し た 。

恐 い 火 事 、 安 全 避 難 に 欠 か せ ぬ 設

置 ・ 火 災 警 報 器
大 雪 消 防 組 合 東 消 防 署

　 住 宅 に は 、 住 宅 用 の 火 災 警 報 器

設 置 が 義 務 付 け ら れ て い ま す 。

　 設 置 場 所 は 、 寝 室 と 階 段 （ 寝 室

が ２ 階 以 上 の 場 合 ） で す 。 万 一 の

火 災 事 故 発 生 時 に 煙 を 感 知 し て 大

音 量 の ブ ザ ー 音 で 危 険 を 知 ら せ 、

就 寝 中 の ご 家 族 の 避 難 安 全 を 促 し

て く れ ま す 。 ま だ 設 置 し て い な い

ご 家 庭 、 必 要 な 場 所 す べ て に 設 置

し て い な い ご 家 庭 は す ぐ に 設 置 を

お 願 い し ま す 。

　 町 内 の 設 置 率 は 8
2 ・ ８ ％ （ 今

年 ４ 月 末 現 在 ） 。 全 国 平 均 7
9 ・ ８

％ （ 昨 年 ６ 月 末 現 在 ） 、 全 道 平 均

8
2 ・ ７ ％ （ 同 ） に 比 べ て 設 置 率 は

上 回 っ て い ま す が 、 ま だ 未 設 置 の

ご 家 庭 が 多 く 残 っ て い ま す 。

　 詳 し く は 東 消 防 署 ☎ 8
3 │ ０ １ １

９ に お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

花 倶 楽 部 の 新 会 員 を 募 集 し ま す

ひ が し か わ 花 倶 楽 部

　 ひ が し か わ 花 倶 楽 部 （ 山 口 定 一

代 表 ） は 、 新 会 員 を 募 集 し て い ま

す 。

　 町 内 を 花 い っ ぱ い の 美 し い 町 に

し よ う と 平 成 1
6 年 か ら 1
0 年 間 活 動

を 続 け て い ま す 。 今 年 も ６ 月 か ら

活 動 が 始 ま り ま す 。 一 緒 に 花 い っ

ぱ い の 美 し い ま ち づ く り の お 手 伝

い を し ま し ょ う 。

　 主 な 活 動 は 、 中 心 商 店 街 の 円 形

花 壇 、 ハ ン ギ ン グ 鉢 植 え の 水 や り

世 話 な ど で す 。 親 睦 と 慰 労 を か ね

た 見 学 、 研 修 旅 行 な ど も 計 画 し て

い ま す 。 ぜ ひ ご 参 加 く だ さ い 。

　 申 し 込 み 、 お 問 い 合 わ せ は 町 商

工 会 事 務 局 （ 担 当 ・ 小 西 ） ☎ 8
2 │

２ ７ ５ ０ ま で 。

ミ ニ バ レ ー 大 会 の 参 加 者 を 募 集

し ま す

東 川 町 ミ ニ バ レ ー 協 会

　 第 2
3 回 東 川 ミ ニ バ レ ー 協 会 長 杯

ミ ニ バ レ ー 大 会 の 参 加 者 を 募 集 し

ま す 。

日 時 　 ７ 月 2
0 日 （ 日 ） 午 前 ８ 時 4
5

　 分 受 け 付 け 、 同 ９ 時 1
5 分 開 会 式

会 場 　 東 川 町 Ｂ ＆ Ｇ 海 洋 セ ン タ ー

参 加 資 格 　 ミ ニ バ レ ー 愛 好 者

種 目 　 ① 混 成 4
0 歳 未 満 ② 同 4
0 歳 以

　 上 ③ 同 5
0 歳 以 上 ④ 女 子 （ １ チ ー

　 ム ６ 人 以 内 、 当 日 満 年 齢 ）

参 加 費 　 ５ ０ ０ 円 （ １ 人 、 会 場 受

　 け 付 け 時 に 支 払 い ）

締 め 切 り 　 ７ 月 ８ 日 （ 火 ） 必 着

そ の 他 　 弁 当 あ っ せ ん あ り （ ６ ０

０ 　 円 ）

申 し 込 み 　 規 定 の 申 し 込 み 用 紙 で

　 事 務 局 の 山 鹿 さ ん ま で （ 用 紙 は

　 Ｂ ＆ Ｇ 海 洋 セ ン タ ー ） ☎ （ フ ァ

　 ッ ク ス ） 8
2 │ ３ ７ ０ ５

陶 芸 4
0 周 年 記 念 展 の 開 催

陶 芸 山 麓 会

　 陶 芸 山 麓 会 （ 引 地 裕 子 代 表 ） は

結 成 4
0 周 年 記 念 展 を 開 き ま す 。 期

間 中 、 会 員 1
9 人 の 皆 さ ん が 制 作 し

た 作 品 約 5
0 点 を 展 示 予 定 で す 。

日 時 　 ６ 月 1
8 日 （ 水 ） 〜 同 月 2
0 日

　 （ 金 ） 午 前 1
0 時 〜 午 後 ４ 時

場 所 　 老 人 保 健 セ ン タ ー （ 東 町 １

　 丁 目 ）

入 場 料 　 無 料

お 問 い 合 わ せ 　 老 人 保 健 セ ン タ ー

　 ☎ 8
2 │ ２ ７ ７ ０

自 衛 隊 中 央 音 楽 隊 の 演 奏 会 を 開

き ま す
陸 上 自 衛 隊 第 ２ 師 団 司 令 部

　 陸 上 自 衛 隊 第 ２ 師 団 で は 、 同 自

衛 隊 中 央 音 楽 隊 の 旭 川 演 奏 会 を 開

き ま す 。 演 奏 曲 目 は 「 天 と 地 を め

ぐ り て 〜 フ ォ ー レ の 主 題 に も と づ

く 協 奏 変 奏 曲 」 （ P ・ ス パ ー ク 作

曲 ） 、 「 魔 女 の 宅 急 便 」 （ 久 石 譲

作 曲 ） な ど 。

日 時 　 ６ 月 2
5 日 （ 水 ） 午 後 ５ 時 半

　 （ 開 場 ）

場 所 　 旭 川 市 民 文 化 会 館 大 ホ ー ル

　 （ 旭 川 市 ７ 条 通 ９ 丁 目 ）

料 金 　 無 料 （ 要 整 理 券 、 役 場 総 務

　 課 で 配 布 ）

石田
、藤
村両
選手
（向
こう
側右
から
）、吉
田選
手（
手前
左）

23
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社 協 だ よ り

　

温 か い 善 意 あ り が と う

ご ざ い ま す

　 ４ 月 16 日 か ら ５ 月 15 日 ま で

に ご 寄 付 を い た だ き ま し た 方

は 次 の と お り で す 。

《 ご 香 典 の 返 礼 に か え て 》

東 町 ２ 丁 目 　 　 髙 田 　 　 勉 様

「 く ら し の 相 談 」 を ご 利 用

く だ さ い

　 日 々 の 生 活 で 困 っ て い る こ と

や 悩 み ご と を お 気 軽 に ご 相 談 く

だ さ い 。 秘 密 は 守 ら れ ま す 。 随

時 受 け 付 け ま す 。 事 前 に ご 連 絡

を お 願 い し ま す 。 今 月 の 相 談 員

は 次 の と お り で す 。

６ 月 　   稲   井   孝   子

公
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

そ
の

他

選
考
方
法

入
居
期
限

敷
金

連
帯
保
証
人

お
問
い
合
わ
せ

／
入
居
申
し
込
み
者
ま
た
は
同
居
親
族
が「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」第
２
条
第
６
号
に
該
当
す
る
場
合

　
に
は
入
居
す
る
こ
と
は
で
きま
せ
ん
。

／
公
営
住
宅
等
入
居
者
選
考
委
員
会
を
開
催
し
、入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

／
今
年
６
月
末
日（
期
限
内
入
居
が
要
件
）

／
家
賃
の
3カ
月
分

／
入
居
者
と
同
程
度
以
上
の
所
得
金
額
の
あ
る
方
２
人（
保
証
人
が
２
人
い
な
い
場
合
は
入
居
取
り
消
し
に
な
りま
す
）

／
定
住
促
進
課
住
ま
い
室
☎
内
線
11
5、
11
6

定
住
促
進
課

●
公
営
住
宅

入 居 資 格

町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
地
を
有
す
る
方
、
本
町
に
居
住
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
で
次
の
要
件
に
該
当
す
る
方

１
．
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
い
る
方
（
婚
約
中
な
ど
も
含
む
）

　
※
た
だ
し
一
定
の
要
件
（
60
歳
以
上
等
）
に
該
当
す
る
場
合
に
限
り
単
身
入
居
可

　
※
上
記
団
地
①
、
②
、
③
は
原
則
４
人
以
上
、
④
は
原
則
３
人
以
上

２
．
税
金
等
の
滞
納
が
な
い
方

３
．
法
の
規
定
に
よ
り
算
出
し
た
月
額
所
得
が
15
万
8千
円
以
下
（
世
帯
全
員
分
）

　
※
た
だ
し
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
月
額
所
得
が
21
万
4千
円
以
下
（
世
帯
全
員
分
）

　
・
19
56
（
昭
和
31
）
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
、
か
つ
同
居
者
の
い
ず
れ
も
が
同
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
、
ま
た
は
18
歳
未
満
の
方
が
い
る
場
合

　
・
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
方
が
い
る
場
合

　
・
身
体
障
が
い
等
級
１
級
か
ら
４
級
ま
で
の
方
が
い
る
場
合

　
・
精
神
障
が
い
等
級
１
級
か
ら
２
級
ま
で
の
方
が
い
る
場
合
、
知
的
障
が
い
（
精
神
障
が
い
の
程
度
に
相
当
）
の
方
が
い
る
場
合

　
・
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
者
の
方
な
ど
が
い
る
場
合

戸
数
、
家
賃

募
集
団
地

場
　
所

そ
　
の
　
他

建
築
年
、
構
造
、
設
備
等

①
・
1戸
（
2階
）

・
22
,10
0円
～

　
　
43
,50
0円

北
団
地
A
1

3L
D
K
（
71
.39
㎡
）

北
町
3丁
目
10
番

・
調
理
器
（
ガ
ス
）
、
灯
油
暖
房
機
は
各
自

　
用
意
。

・
自
治
会
管
理
の
共
同
灯
及
び
ポ
ン
プ
電
気

　
代
は
別
途
。

・
平
成
2年

・セ
ラ
ミッ
ク
ブ
ロ
ッ
ク
造
り２
階
建
て

・
物
置
付
き
、駐
車
場
1台

・
ペ
ット
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

②
・
1戸
（
1階
）

・
24
,10
0円
～

　
　
53
,80
0円

北
団
地
A
2

3L
D
K
（
76
.41
㎡
）

北
町
3丁
目
10
番

・
調
理
器
（
ガ
ス
）
、
灯
油
暖
房
機
は
各
自

　
用
意
。

・
自
治
会
管
理
の
共
同
灯
及
び
ポ
ン
プ
電
気

　
代
は
別
途
。

・
平
成
3年

・セ
ラ
ミッ
ク
ブ
ロ
ッ
ク
造
り２
階
建
て

・
物
置
付
き
、駐
車
場
1台

・
ペ
ット
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

③
・
1戸
（
2階
）

・
25
,40
0円
～

　
　
67
,40
0円

北
団
地
A
6

3L
D
K
（
76
.62
㎡
）

北
町
3丁
目
11
番

・
調
理
器
（
ガ
ス
）
、
灯
油
暖
房
機
は
各
自

　
用
意
。

・
自
治
会
管
理
の
共
同
灯
及
び
ポ
ン
プ
電
気

　
代
は
別
途
。

・
平
成
7年

・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ート
造
り２
階
建
て

・
物
置
付
き
、駐
車
場
1台

・
ペ
ット
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

④
・
1戸
・
22
,30
0円
～

　
　
59
,10
0円

清
流
中
央
団
地
A
1

2L
D
K
（
68
.34
㎡
）

西
町
3丁
目
8番

・
家
賃
の
他
ほ
か
に
温
水
器
、
暖
房
機
、
調

　
理
器
の
リ
ー
ス
料
（
月
額
5,0
00
円
程
度
）

　
が
か
か
り
ま
す
。

・
自
治
会
管
理
の
共
同
灯
及
び
ポ
ン
プ
電
気

　
代
、
除
雪
費
用
は
別
途

・
平
成
12
年

・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ート
造
り２
階
建
て

・オ
ー
ル
電
化

・
物
置
付
き
、駐
車
場
1台

・
ペ
ット
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

各
種
大
会
成
績

【
水
泳
】

◆
旭
川
年
齢
別
水
泳
競
技
大
会（
５
月
11

日
・
旭
川
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
）

▼
男
子
50
㍍
背
泳
ぎ（
９
～
10
歳
）　
③

丸
一
叶
人（
東
川
水
泳
少
年
団
以
下
同
）

▼
同
10
0㍍
個
人
メ
ド
レ
ー（
同
）　
①
丸

一
叶
人

▼
女
子
50
㍍
背
泳
ぎ（
８
歳
以
下
）　
②

関
い
こ
い

▼
同
50
㍍
平
泳
ぎ（
同
）　
③
関
ひ
よ
り

▼
同
50
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ（
同
） 
③
関
い
こ
い

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】

◆
旭
川
大
雪
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
グ
ラ
ブ
杯

争
奪
第
12
回
旭
川
地
区
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
春
季
リ
ー
グ
　
女
子
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト（
４
月
26
、2
7日
・
美
瑛
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
）

▼
決
勝

旭
川
千
代
田
 2
9 
─
 2
3 
東
川

【
剣
道
】

◆
第
69
回
国
民
体
育
大
会
北
海
道
予
選

会
旭
川
支
部
予
選
少
年
の
部（
５
月
1
0

日
・
旭
川
市
大
成
市
民
セ
ン
タ
ー
体
育
館
）

▼
女
子
　
②
小
林
み
の
り（
旭
大
高
）③
照

井
瑚
佑
覇（
同
）

▼
男
子
　
①
小
浜
空（
旭
大
高
）

◆
第
33
回
旭
川
地
区
少
年
剣
道
大
会
兼

第
63
回
北
海
道
少
年
剣
道
錬
成
大
会
予

選（
５
月
６
日
・
比
布
町
体
育
館
）

▼
小
学
生
高
学
年
の
部
　
②
東
川
錬
成
館

（
木
村
咲
太
、窪
田
慎
二
、及
川
沙
南
、藤
井

勇
輔
、七
尾
太
地
）＝
11
年
連
続
全
道
大

会
出
場
権
獲
得（
８
月
３
日
、真
駒
内
ア

リ
ー
ナ
）

◆
第
７
回
清
柳
杯
少
年
剣
道
大
会（
４
月

27
日
・
音
更
町
総
合
体
育
館
）

〔
団
体
戦
〕

▼
中
学
生
男
子
の
部
　
③
東
川
剣
龍
会

（
久
保
田
和
弥
、工
藤
大
暉
、上
西
雄
麻
、照

井
杜
稀
矛
、初
瀬
尾
駿
輝
）

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

◆
中
学
校
バ
レ
ー
祭（
４
月
19
、2
0日
・
旭

川
市
立
永
山
南
中
学
校
）　
①
東
川
中

◆
第
33
回
旭
川
市
長
杯
マ
マ
さ
ん
大
会

（
４
月
29
日
・
東
川
海
洋
セ
ン
タ
ー
ほ
か
）

▼
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
準
決
勝

東
神
楽
２
―
０
東
川
友
輪

【
軟
式
野
球
】

◆
軟
式
野
球
　
旭
川
軟
式
野
球
連
盟
少
年

部
南
支
部
春
季
大
会（
５
月
３
、４
日
・
旭

川
ド
リ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム
）

▼
決
勝

　
旭
川
共
栄
 ９
 ―
 ２
 東
川
大
雪

【
サ
ッ
カ
ー
】

◆
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
カ
ッ
プ
兼
第
38
回
全
日

本
少
年
大
会
北
海
道
予
選
道
北
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
旭
川
地
区
予
選（
５
月
10
、1
1日
・
旭

川
市
東
光
公
園
球
技
場
ほ
か
）

▼
決
勝

　
東
川
 ３
―
２
 永
山
Ａ

【
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】

◆
富
良
野
沿
線
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会（
５
月
17
、1
8日
・
富
良
野
市
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
）

▼
少
年
組
決
勝
　
　
　
　

　
東
川
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
少
年
団

　
49
 ─
 1
4 
富
良
野

受
付
期
間

6月
2日
㈪
～
同
月
13
日
㈮

定
住
促
進
課
住
ま
い
室

5戸
１
．
入
居
申
込
書
　
　
２
．
住
宅
等
状
況
申
告
書

３
．
所
得
の
状
況
が
確
認
で
き
る
書
類
（
所
得
証
明
、
源
泉
徴
収
票
な
ど
）

４
．
地
方
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
（
昨
年
１
月
１
日
現
在
町
内
に
住
所
が
あ
っ
た
方
は
同
意
書
で
可
）

５
．
世
帯
全
員
分
の
住
民
票
（
町
外
の
方
の
み
、
本
籍
地
の
表
示
は
不
要
）

６
．
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
書
類
　
　
７
．
印
鑑

※
下
線
の
つ
い
て
い
る
書
類
は
住
ま
い
室
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

※
３
、
４
の
書
類
は
入
居
予
定
者
の
中
で
所
得
の
あ
る
方
全
員
分
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

受
付
場
所

募
集
戸
数

お
申
し
込
み
に

必
要
な
も
の

く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

　 身 体 検 査 ）

第 一 次 合 格 発 表 　 1
0 月 ９ 日 （ 木 ）

お 問 い 合 わ せ 　 札 幌 国 税 局 人 事 第

　 ２ 課 採 用 担 当 ☎ ０ １ １ │ ２ ３ １

　 │ ５ ０ １ １  （ 内 線 ２ ３ １ ５ ）

　 ま た は 最 寄 り の 税 務 署 。

富 士 山 ・ 青 少 年 国 際 交 流 キ ャ ン プ

の ご 案 内
（ 公 財 ） 国 際 青 少 年 研 修 協 会

　 夏 休 み 期 間 中 、 富 士 山 ろ く の 本

栖 湖 畔 キ ャ ン プ 場 を 会 場 に 開 く 第

3
5 回 富 士 山 ・ 青 少 年 国 際 交 流 キ ャ

ン プ の 参 加 者 を 募 集 し て い ま す 。

期 間 　 ７ 月 3
0 日 （ 水 ） 〜 ８ 月 ３ 日

　 （ 日 ） ま で ４ 泊 ５ 日

場 所 　 山 梨 県 立 本 栖 湖 青 少 年 ス

ポ ー ツ セ ン タ ー

定 員 　 日 本 人 8
0 人 、 外 国 人 2
0 人

対 象 　 小 学 ３ 年 生 〜 中 学 ３ 年 生

内 容 　 富 士 登 山 、 テ ン ト 設 営 と

キ ャ ン プ 体 験 、 野 宿 体 験 な ど

締 め 切 り 　 ７ 月 ４ 日 （ 金 ）

参 加 費 　 ４ 万 ５ 千 円 （ 小 、 中 学

生 共 通 の プ ロ グ ラ ム 参 加 費 ） 、

旅 費 ５ 万 円 （ 小 学 生 、 新 千 歳 空

港 発 ） 、 ７ 万 ４ 千 円 （ 中 学 生 、

同 ） 、 ほ か に 送 迎 交 通 費 な ど が

必 要

説 明 会 　 ６ 月 1
4 日 （ 土 ） 午 後 ３ 時

　 か ら 、 か で る ２ ・ ７ （ 札 幌 ）

お 問 い 合 わ せ 　 国 際 青 少 年 研 修 協

　 会 ☎ ０ ３ │ ６ ４ １ ７ │ ９ ７ ２ １

料 金 　 無 料 （ 要 整 理 券 、 役 場 総 務

　 課 で 配 布 ）

お 問 い 合 わ せ 　 第 ２ 師 団 司 令 部 総

　 務 課 広 報 室 ☎ （ 代 ） 5
1 │ ６ １ １

　 １
税 務 職 員 を 募 集 し ま す

札 幌 国 税 局

　 税 務 職 員 を 募 集 し ま す 。 国 の 人

事 院 が 実 施 す る 2
6 年 度 の 国 家 公 務

員 採 用 試 験 を 通 じ て 応 募 く だ さ い 。

試 験 の 程 度 　 高 等 学 校 卒 業 程 度 の

　 学 力

受 験 資 格 　 2
7 年 ３ 月 末 で 高 等 学 校

　 卒 業 見 込 み の 者 お よ び 高 等 学 校

　 卒 業 後 ３ 年 を 経 過 し て い な い 者

受 け 付 け 　 第 一 次 試 験 地 を 管 轄 す

　 る 人 事 院 地 方 事 務 局 。 第 一 次 試

　 験 地 を 道 内 と す る 場 合 は 人 事 院

　 北 海 道 事 務 局 （ 〒 ０ ６ ０ │ ０ ０

　 ４ ２ 、 札 幌 市 中 央 区 大 通 西 1
2 丁

　 目 ）

期 間 　 ① ６ 月 2
3 日 （ 月 ） 〜 ７ 月 ２

日 （ 水 ） ＝ イ ン タ ー ネ ッ ト （ エ

ン ト リ ー 専 用

http://www.jinji-shiken.go.
jp/juken.html ） ② ６ 月 23 日

（ 月 ） 〜 同 月 2
6 日 （ 木 ） ＝ 郵 送

ま た は 持 参 （ 当 日 日 付 け 印 有 効 ）

試 験 　 ① 第 一 次 　 ９ 月 ７ 日 （ 日 ）

　 （ 基 礎 能 力 試 験 、 適 性 試 験 及 び

　 作 文 試 験 ） ② 第 二 次 　 1
0 月 1
6 日

　 （ 木 ） 〜 1
0 月 2
4 日 （ 金 ） ま で の

　 う ち 指 定 す る 一 日 （ 人 物 試 験 、

訂 正

　 広 報 誌 の 記 事 中 に 誤 字 が あ り ま し た 。

お 詫 び し て 訂 正 し ま す 。

　 ○ ４ 月 号 3
4 ㌻ 、 東 川 町 防 犯 協 会 の 決

算 報 告 中 、 ① 本 文 ２ 行 目 「 総 支 出 額 は

214,351 円 」 の 誤 り で し た 。 ② 収 入

の 部 表 中 、 比 較 増 減 は 「△9,552 」

③ 支 出 の 部 の 表 中 、 比 較 増 減 は 「△

44,149 」 の 誤 り で し た 。

　 ○ ５ 月 号 ３ ㌻ ま ち ・ タ ウ ン 「 書 道 で

交 歓 、 書 道 展 特 別 賞 で 台 湾 へ 」 の 記 事

中 1 行 目 、 「 国 際 書 道 教 会 」 は 「 国 際

書 道 協 会 」 の 誤 り で し た 。

　 ○ 同 2
2 ㌻ 、 各 種 大 会 成 績 の 剣 道 成 績

中 、 地 域 交 流 剣 道 大 会 の 「 窪 田 和 弥 」

は 「 久 保 田 和 弥 」 の 誤 り で し た 。 25
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虫
歯
と
歯
肉
炎
の
関
係

　

歯
科
検
診
で
は
保
護
者
の
方

の
関
心
は
、
主
に
「
虫
歯
が
あ

る
か
ど
う
か
」
に
あ
る
よ
う
で

す
。
歯
肉
の
状
態
が
ど
う
で
あ

る
か
を
気
に
し
て
い
る
方
は
ほ

と
ん
ど
い
な
い
よ
う
で
す
。
最

近
の
傾
向
と
し
て
は
、
関
心
の

優
先
順
位
が
虫
歯
の
有
無
や
歯

肉
の
状
態
よ
り
も
歯
並
び
の
状

態
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
虫
歯
に
な
る
子
ど
も

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
歯

科
医
師
と
し
て
は
複
雑
な
思
い

で
す
。

　

こ
れ
は
わ
が
町
に
限
っ
た
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
確
か
に

低
学
年
齢
児
の
虫
歯
は
減
っ
て

お
り
、
厚
生
労
働
省
の
デ
ー
タ

で
も
そ
れ
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
し
か
し
、
逆
に
歯

肉
炎
は
ひ
ど
く
な
っ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
場
合
、
基
本
的
に

歯
肉
炎
を
放
置
し
て
も
歯
肉
そ

の
も
の
が
そ
れ
以
上
悪
化
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
歯
周
病

は
大
人
の
病
気
で
あ
り
、
子
ど

も
が
歯
周
病
に
り
患
す
る
こ
と

は
な
い
の
で
す
。

虫
歯
前
兆
の
サ
イ
ン
で
す

　

歯
肉
炎
と
い
う
病

気
は
、
一
般
的

に
た
だ
歯
肉

が
赤
く
は
れ

て
、
歯
磨

き
を
す
る

と
出
血
す
る

と
い
う
症
状
が

あ
る
だ
け
で
、
痛

み
が
出
る
な
ど
の
苦
痛
を

伴
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
こ
こ
に
大
き
な
落
と
し
穴

が
あ
り
ま
す
。

　

虫
歯
も
歯
肉
炎
も
、
そ
の
原

因
は
歯
面
に
こ
び
り
つ
い
た
歯

垢
（
プ
ラ
ー
ク
）
で
す
。
し
か

し
最
近
は
仕
上
げ
磨
き
の
励
行
、

フ
ッ
素
配
合
の
歯
磨
き
粉
（
ペ

ー
ス
ト
や
ジ
ェ
ル
）
の
普
及
に

よ
っ
て
歯
質
は
硬
く
な
り
、
小

学
校
の
低
学
年
く
ら
い
ま
で
は

虫
歯
の
数
が
非
常
に
少
な
く
な

っ
て
い
る
の
で
す
。

　

一
方
、
小
学
校
の
高
学
年
く

ら
い
か
ら
は
、
虫
歯
が
少
し
増

え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

毎
晩
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
が
本

人
任
せ
に
な
り
、
フ

ッ
素
を
配
合
し

て
い
る
か
ど

う
か
分
か
ら

な
い
歯
磨

き
粉
を
使

用
す
る
よ
う

に
な
り
、
日
常

生
活
で
ジ
ュ
ー
ス
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
部
活

で
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を
飲
む

機
会
も
増
え
て
き
ま
す
。
そ
の

た
め
虫
歯
が
増
え
て
も
お
か
し

く
は
な
い
わ
け
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
来
虫
歯
と
い

う
病
気
は
、
進
行
す
る
ま
で
に

か
な
り
の
時
間
を
要
す
る
も
の

で
す
。
簡
単
に
歯
面
が
溶
け
て

虫
歯
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
一
方
、
歯
肉
炎
は
発
症
す

る
ま
で
の
時
間
が
短
く
、
十
分

な
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
が
で
き
て
い

な
け
れ
ば
１
‐
２
週
間
で
歯
肉

が
は
れ
て
き
ま
す
。

　

虫
歯
の
有
無
を
自
宅
で
正
確

に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
は
非
常

に
困
難
で
す
が
、
歯
肉
炎
の
チ

ェ
ッ
ク
は
容
易
で
し
ょ
う
。
歯

肉
炎
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
磨

き
残
し
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
こ
の
状
態
を
長
期
間
放

置
す
る
と
、
い
ず
れ
虫
歯
が
で

き
て
し
ま
い
ま
す
。
普
段
あ
ま

り
気
に
な
ら
な
い
歯
肉
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
機
会
に
一

度
お
子
さ
ん
を
よ
く
観
察
し
て

く
だ
さ
い
。
何
か
異
常
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
か
か
り
つ
け
の
歯

科
医
院
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

歯
も
歯
肉
も
健
康
が
一
番
で
す
。

虫
歯
と
歯
肉
炎
の
関
係

子育てチャンネル子育てチャンネル子育てチャンネル
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保健だより
for Healthy Life

歯
と
歯
茎
の
病
気
は
生
活
習
慣
病

　

歯
周
病
は
歯
が
徐
々
に
ぐ
ら
ぐ
ら
に
な

っ
て
抜
け
て
し
ま
う
病
気
で
す
。

　

歯
と
歯
肉
の
溝
（
歯
肉
溝
）
に
プ
ラ
ー

ク
（
食
べ
も
の
か
す
な
ど
）
が
た
ま
る
と
、

プ
ラ
ー
ク
を
餌
に
し
て
細
菌
が
繁
殖
し
、

歯
肉
が
炎
症
を
起
こ
し
ま
す
。

　

炎
症
で
は
れ
た
歯
肉
は
溝
が
徐
々
に
深

く
な
り
、
３
㍉
㍍
以
上
に
な
る
と
「
歯
肉

炎
」
と
い
う
病
名
が
付
き
ま
す
。
放
置
す

る
と
「
歯
周
炎
」
を
経
て
、
最
終
的
に
は

歯
を
支
え
る
歯
槽
骨
（
し
そ
う
こ
つ
）
が

破
壊
さ
れ
、
歯
が
抜
け
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
過
程
で
、
歯
で
繁
殖
し
た
細
菌
が

血
液
の
中
に
入
り
、
全
身
を
駆
け
巡
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
病
気
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が

判
明
し
ま
し
た
。

　

糖
尿
病
、
心
臓
病
を
筆
頭
に
、
脳
卒
中
、

さ
ら
に
早
産
、
低
体
重
児
出
産
、
肺
炎
な

ど
、
体
へ
の
多
岐
に
わ
た
る
悪
影
響
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

歯
周
病
の
重
症
化
が
糖
尿
病
を
悪
化

さ
せ
る

　

歯
周
病
に
よ
っ
て
出
る
炎
症
物
質
が
血

糖
値
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
イ
ン
ス
リ
ン

の
働
き
を
弱
め
、
糖
尿
病
を
悪
化
さ
せ
て

し
ま
う
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

肥
大
化
し
た
脂
肪
細
胞
か
ら
、
大
量
の

「
Ｔ
Ｎ
Ｆ
│
α
（
炎
症
性
サ
イ
ト
カ
イ

ン
）
」
が
放
出
さ
れ
、
血
糖
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
を
妨
げ
て

し
ま
う
の
で
す
。

　

歯
周
病
に
至
る
と
、
血
液
中
の
Ｔ
Ｎ
Ｆ

│
α
が
さ
ら
に
増
加
し
、
一
層
イ
ン
ス
リ

ン
の
働
き
を
妨
げ
ま
す
。

　

糖
尿
病
に
な
る
と
全
身
の
免
疫
力
、
治

癒
力
が
低
下
す
る
た
め
、
歯
周
病
菌
が
増

え
や
す
く
な
っ
て
歯
周
病
も
悪
化
す
る
と

い
う
悪
循
環
も
引
き
起
こ
し
ま
す
。

心
臓
病
の
原
因

　

歯
周
病
菌
は
、
動
脈
硬
化
、
心
筋
梗
塞

（
こ
う
そ
く
）
、
脳
卒
中
な
ど
の
進
行
に

も
影
響
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

血
管
の
内
側
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど
が

た
ま
っ
て
瘤
（
こ
ぶ
）
の
よ
う
な
も
の
が

で
き
、
血
管
が
硬
く
な
っ
た
り
血
液
の
流

れ
が
悪
く
な
る
動
脈
硬
化
と
の
関
係
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

実
は
、
こ
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
瘤
の

中
に
、
歯
周
病
菌
の
痕
跡
が
見
つ
か
っ
て

い
る
の
で
す
。

　

心
臓
を
取
り
巻
く
冠
動
脈
に
感
染
す
る

と
毒
素
や
炎
症
を
引
き
起
こ
す
物
質
が
血

栓
を
つ
く
り
や
す
く
し
、
さ
ら
に
動
脈
硬

化
を
進
行
さ
せ
ま
す
。

歯
周
病
は
予
防
と
ケ
ア
が
大
切

　

歯
垢
（
し
こ
う
）
、
歯
石
は
細
菌
の
す

み
か
で
す
。
そ
の
繁
殖
を
防
ぐ
に
は
、
毎

日
の
歯
磨
き
と
歯
ぐ
き
の
チ
ェ
ッ
ク
、
よ

く
噛
（
か
）
む
習
慣
づ
け
な
ど
セ
ル
フ
・

ケ
ア
と
、
定
期
的
に
歯
科
医
で
歯
垢
除
去

な
ど
口
中
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

歯
が
健
康
で
あ
れ
ば
、
よ
く
噛
む
こ
と

が
で
き
、
良
く
噛
め
ば
、
胃
腸
の
負
担
が

少
な
く
な
り
ま
す
。
良
く
噛
む
こ
と
で
全

身
の
抵
抗
力
も
高
ま
り
、
抗
菌
作
用
が
あ

る
だ
液
の
分
泌
も
良
く
な
っ
て
口
の
中
を

衛
生
的
に
保
っ
て
く
れ
ま
す
。
良
く
噛
ん

で
、
ゆ
っ
く
り
食
事
す
る
こ
と
で
少
量
の

食
事
で
満
腹
感
も
得
ら
れ
ま
す
。

　

噛
む
と
い
う
咀
嚼
（
そ
し
ゃ
く
）
行
為

で
筋
肉
の
動
き
が
脳
へ
の
循
環
を
促
し
、

脳
の
働
き
も
活
発
に
し
ま
す
。
歯
が
そ
ろ

っ
て
い
れ
ば
言
葉
を
は
っ
き
り
と
発
音
で

き
、
表
情
も
明
る
く
豊
か
に
な
り
ま
す
。

丈
夫
な
歯
と
歯
ぐ
き
を
作
る
食
生
活

　

歯
と
歯
茎
を
健
康
に
保
つ
た
め
、
抵
抗

力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
が
大
切
で
す
。

　

歯
の
再
石
灰
化
を
促
す
カ
ル
シ
ウ
ム
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
、
歯
を
作
る
た
ん
ぱ
く
質
や

各
種
ビ
タ
ミ
ン
を
多
く
含
む
食
材
を
選
び
、

お
い
し
く
味
わ
い
な
が
ら
歯
の
健
康
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

▼
カ
ル
シ
ウ
ム
、
リ
ン
（
歯
の
再
石
灰
化

　

の
も
と
）

　

煮
干
し
、
エ
ビ
、
ご
ま

▼
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
（
再
石
灰
化
を
サ
ポ
ー
ト
）

　

干
し
椎
茸
、
い
わ
し
、
レ
バ
ー

▼
た
ん
ぱ
く
質
（
歯
の
土
台
を
つ
く
る
）

　

卵
、
納
豆
、
牛
乳

▼
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
（
歯
の
エ
ナ
メ
ル
質
を
強

　

く
す
る
）

　

に
ん
じ
ん
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
う
な
ぎ

▼
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
（
歯
の
象
牙
質
を
強
く
す

　

る
）

　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
レ
モ
ン
、
い
ち
ご

　

歯
と
歯
茎
の
健
康
は
、
考
え
て
い
る
以
上
に
大
事
な
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
近
年
、
歯
周
病
が
心
臓
病
や
糖
尿
病
な

ど
全
身
の
健
康
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。い
つ
ま
で
も
歯
の
健
康
を
保
つ
こ
と
は
、
元
気
に
暮
ら
す

た
め
に
と
て
も
大
事
な
の
で
す
。

歯
周
病
で
高
ま
る
リ
ス
ク
〜
糖
尿
病
、心
臓
病
、脳
卒
中

歯
と
歯
茎
の
病
気
は
生
活
習
慣
病

歯
周
病
で
高
ま
る
リ
ス
ク
〜
糖
尿
病
、心
臓
病
、脳
卒
中
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N
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infomation2014.

６

【6月分】
6日㈮

12日㈭
13日㈮
13日㈮
23日㈪

27日㈮

5日㈭
13日㈮
14日㈯
17日㈫
17日㈫
19日㈭
25日㈬
25日㈬
27日㈮
28日㈯

10:00～11:30
10:00～11:00
14:00～16:30
10:00～11:30
18:30～20:00
10:00～11:30
12:15～
14:00～15:00
10:00～11:00
14:00～16:00

６月の行事
東川町交通安全町民大会（前11時、農村環境改善センター）
フィンランド教育研究大会（前８時40分、農村環境改善セン
ター、５日まで）
第２回町議会定例会（前９時半、議場、20日まで）
第12回幼児センター運動会（幼児センター）
山の祭り（祈願祭＝後４時半、旭岳ロープウェイ山麓駅、22日
まで）
SEA TO SUMMIT北海道大雪旭岳（基調講演＝後２時半、
農村環境改善センター）
SEA TO SUMMIT北海道大雪旭岳大会（前８時、忠別湖親
水広場スタート）
東アジア地域交流促進協議会アドバイザー会議（後３時、役場）
第３回北海道キッズバイク大会（前９時、キトウシ森林公園）

２日㈪
４日㈬

19日㈭
21日㈯

22日㈰

25日㈬
28日㈯

東川町役場・保健福祉センター
改善センター（公民館）
文化交流館
文化ギャラリー
B&G海洋センター
町立診療所
東川町社会福祉協議会
大雪消防組合東消防署
道草館
幼児センター
└地域子育て支援センター
NPO法人こころりんく東川

82－2111
82－3200
82－4245
82－4700
82－4600
82－2101
82－7505
83－0119
68－4777
82－3400
82－5100
82－2666

…㈹
………………

……………………………
………………………
……………………

……………………………
………………
………………

…………………………………
…………………………

…………
…………

もぐもぐ教室
乳幼児健診

（通知者以外は14：30～）
栄養教室
旭川がん検診センター送迎検診
じっくり子育て相談
、24日㈫、25日㈬

集団特定健診、がん検診（旭川厚生病院）
３歳児健診

13：00～14：00
13：15～

10：00～13：00

12：45～

【7月分】
４日㈮

８日㈫
18日㈮
24日㈭
28日㈪

ごっくん教室
乳幼児健診　
旭川がん検診センター送迎検診
栄養教室
２歳ふれあいルーム　
、29日㈫、31日㈭　小学６年生２種混合予防接種
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　▶秋田淳之助写真展「原霊樹」 
　▶加藤征治写真展「モノクローム」 
　▶総領事の視線・北海道～駐札幌大韓民国総領事 鄭煥
　　星の写真展～ 
　▶東川賞収蔵作品展（７～12回） 
�Ó�����Ô ��™���D�����Ô 	��
　▶第27回日本写真家連盟展「四季の彩り 」、第３回公募
　　作品展

※20日㈮は作品入れ替えのため休館

○2日㈪から７月11日㈮まで
　▶「自慢のペット写真」展（掲示板）
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	¸�¯�j�Œ�œ�H （JAひがしかわ）
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インフォメーションインフォメーション

�»
�� �!�|�.�g�­�è�¼
5日㈭
�»�!�|�w�¿	Ô�¼ 毎週月、火、水曜日プレールーム開放…9:00～12:00
2日、3日、4日、9日、10日、11日、16日、17日、18日、23日、24日、25日、30日
★24日㈫午後開放（０～１歳児対象）…………13：00～15：00
会場は幼児センターです

テーマ「キトウシ森林公園であそぼう」…10:00～11:30
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